


夫
を
加
え
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
本
庁
舎
方
式
へ
の
移
行
も

含
め
た
庁
舎
の
あ
り
方
の
検
討
を

進
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
を
進
め
る
上
で
、

何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
終
極
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昨
年
１１
月
に
「
行
財
政
審
議

会
」
か
ら
出
さ
れ
た
答
申
を
受
け

て
、
本
年
１
月
に
、
平
成
２１
年
度

を
目
標
年
次
と
し
た
行
財
政
改
革

の
実
施
計
画
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。現

在
、
こ
の
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
事
務
事
業
の
効
率
化
、
指
定

管
理
者
制
度
等
の
活
用
に
よ
る
民

間
活
力
の
積
極
的
な
導
入
、
職
員

定
数
の
削
減
等
を
通
じ
た
人
件
費

の
抑
制
や
、
職
員
の
意
欲
を
高
め

人
材
育
成
に
も
資
す
る
人
事
評
価

シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を
最
重
点
課

３月１日の平成18年３月吉野川市議
会定例会開会日、川真田市長は、平成
17年度のこれまでの成果と平成18年度
の市政運営方針について、その所信を
表明し、市民の皆さんや市議会に理解
と協力を求めました。要旨は次のとお
りです。

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
の
実
現

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

特
に
、
行
政
体
制
の
整
備
で

は
、
行
財
政
改
革
の
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
４

月
に
市
の
組

織
・
機
構
を

見
直
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。

部
の
統
廃

合
に
つ
い
て

は
、
企
画
財

政
部
を
廃
止

し
、
総
務
部

に
統
合
す
る
と
と
も
に
、
支
所
の

運
営
・
支
所
機
能
の
あ
り
方
を
総

合
的
に
検
討
す
る
た
め
に
部
長
同

格
の
総
括
支
所
長
を
新
た
に
置
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

課
の
統
廃
合
で
は
、
私
の
考
え

を
迅
速
に
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
企
画
政
策
課
と
総
務
課
の
秘

書
係
を
統
合
し
、
秘
書
企
画
課
を

新
た
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
都

市
計
画
課
と
建
築
住
宅
課
を
統
合

し
、都
市
計
画
住
宅
課
に
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
学
校

教
育
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
学
校

教
育
課
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、体
育
文
化
振
興
課
を
廃
止
し
、

生
涯
学
習
課
に
統
合
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
採
用
し
て
い
る
分

庁
舎
方
式
が
、
効
率
的
な
事
務
執

行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
面
は
否

定
で
き
な
い
た
め
、
今
後
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
工

的
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め

ざ
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
市
民
の
皆
さ
ん
の

「
満
足
度
」
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
行
財
政
改
革
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

市 政 の 窓

今
世
紀
前
半
に
発
生
す
る
可
能

性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
東
南

海
・
南
海
地
震
や
、
近
年
そ
の
頻

度
が
高
ま
り
規
模
も
大
き
く
な
っ

て
い
る
風
水
害
に
備
え
、
今
年
度

中
に
、
地
域
防
災
計
画
お
よ
び
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を
終

え
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
に
対
し
て

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
防
災
に
関
す
る
啓
発
活
動
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
を
市
全
域
に
組
織
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
ま
す
。
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う
る
お
い
の
あ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

環
境
と
の
共
生
を

図
る
エ
コ
シ
テ
ィ
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
ご

み
の
減
量
化
や
再
資

源
化
、
あ
る
い
は
治

山
・
治
水
機
能
を
持

つ
山
林
の
回
復
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
の

し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
少
子
化

の
進
行
と
厳
し
い
財

政
事
情
の
中
に
お
い

て
も
、
充
実
し
た
子

育
て
支
援
を
行
っ
て

い
く
た
め
、幼
稚
園
・

保
育
所
等
の
連
携
や

子
育
て
支
援
等
に
つ

い
て
、
外
部
有
識
者
も
交
え
て
、

総
合
的
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
『
元

気
な
お
年
寄
り
が
増
え
れ
ば
地
域

も
元
気
に
な
る
』
と
い
う
考
え
方

活
発
な
経
済
活
動
が
営
ま
れ
る

い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

産
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
県
や
Ｊ
Ａ
、
生

産
農
家
と
連
携
し
て
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

販
路
拡
大
に
努
め
る
ほ

か
、
企
業
誘
致
に
も
引

き
続
き
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
や
農

山
村
部
な
ど
地
域
の
特

色
に
応
じ
た
土
地
の
有

効
利
用
を
促
す
た
め
、

吉
野
川
市
全
体
を
視
野

に
入
れ
た
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
に
着
手
し

ま
す
。開

か
れ
た
ま
ち
づ
く
り

限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
も
と

で
、
よ
り
よ
い
吉
野
川
市
を
創つ
く

っ

て
い
く
た
め
に
は
、
市
の
行
財
政

運
営
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
、
厳
し
く
選
別

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、

河
川
の
改
修
や
公
共
施
設
の
耐
震

化
等
に
つ
い
て
も
、
順
次
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
、
全
国
各
地
で
子

ご
理
解
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画

が
不
可
欠
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
市
民
と

行
政
と
が
、
地
域
社
会
の
め
ざ
す

べ
き
方
向
や
果
た
す
べ
き
役
割
に

つ
い
て
共
通
の
認
識
を
持
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
力
を
十
分
生
か
し

な
が
ら
、
適
切
な
役
割
分
担
の
も

と
、
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
積
極
的
な
情
報
公

開
と
情
報
共
有
に
努
め
、
市
民
参

画
・
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

吉
野
川
市
に
お
い
て
も
、
市
民

活
動
が
力
強
い
展
開
を
み
せ
つ
つ

あ
り
ま
す
。江
川
の
環
境
保
全
や
、

阿
波
忌
部
な
ど
地
域
の
歴
史
の
再

発
見
、
文
化
の
振
興
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が

担
う
市
民
活
動
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連
携
や
立
ち
上

げ
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
、
防
犯
、
教
育
、

福
祉
な
ど
の
ベ
ー
ス
と
な
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
、
一
体
性
を
重

視
し
て
、
引
き
続
き
地
域
の
自
治

会
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

を
基
本
と
し
て
、
４
月
に
発
足
さ

せ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
介
護
予
防
と
健
康
づ
く

り
に
重
点
を
お
い
た
施
策
を
展
開

し
ま
す
。

ど
も
た
ち
が
被
害
に
遭
う
事
件
が

相
次
ぐ
中
で
、
痛
ま
し
い
事
件
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
吉
野
川
市

と
し
ま
し
て
も
、
学
校
・
行
政
・

警
察
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
ぐ
る

み
の
安
全
対
策
が
必
要
と
認
識

し
、
巡
回
体
制
の
整
備
な
ど
を
促

進
し
ま
す
。
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◇
吉
野
川
市
公
告
式
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

こ
れ
ま
で
市
内
２３
カ
所
に
設
け

て
い
た
掲
示
場
を
市
役
所
お
よ
び

各
支
所
の
４
カ
所
の
掲
示
場
に
す

る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
行
政
組
織
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

４
月
か
ら
企
画
財
政
部
を
廃
止

し
、
総
務
部
に
統
合
す
る
も
の
で

す
。（
５
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

◇
吉
野
川
市
議
会
議
員
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
吉
野
川
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

平成18年３月市議会定例会が３
月１日から20日までの20日間の日
程で開催され、市長が提案した45
議案のうち44議案が原案どおり可
決され、継続審査となっていた１
議案は29日の臨時会で原案どおり
可決されました。主な議案は次の
とおりです。

議会だより条
例

す
る
条
例

◇
吉
野
川
市
職
員
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

４
月
か
ら
、
議
会
議
員
、
市

長
・
助
役
な
ど
の
特
別
職
、
そ
の

他
一
般
職
員
の
県
内
日
当
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
公
民
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

上
浦
地
区
公
民
館
を
新
た
に
建

設
し
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見

直
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

平
成
１８
年
度
か
ら
平
成
２０
年
度
ま

で
の
３
年
間
に
お
け
る
介
護
保
険

料
の
額
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

（
新
た
な
介
護
保
険
料
は
１２
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

◇
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１

８
０
万
５
０
０
０
円
を
減
額
し
、

総
額
を
１
８
７
億
５
９
６
６
万
２

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
18
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
予
算

◇
平
成
18
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
６
〜

９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
吉
野
川
市
総
合
計
画
基
本
構
想

吉
野
川
市
の
今
後
１０
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
を
定
め
た
総
合

計
画
の
基
本
構
想
が
完
成
し
た
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

で
す
。

総
合
計
画
は
、
麻
植
郡
４
町
村

合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
踏
襲
し

た
上
で
、
市
と
し
て
の
方
針
を
定

め
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
、
総
合
計
画
の

概
要
版
を
６
月
ご
ろ
ま
で
に
作
成

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

前
任
者
の
任
期
満
了
に
よ
る
後

任
者
の
推
薦
で
、
議
会
に
対
し
て

意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

久
保
利
治
（
く
ぼ
・
と
し
は
る
）

氏
＝
６０
歳
、
美
郷
字
重
野
尾

◇
吉
野
川
市
屋
外
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
が
管
理
し
て
い
た
鴨
島

県
民
運
動
場
を
、
４
月
か
ら
吉
野

川
市
に
移
管
す
る
た
め
関
係
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
提
案

し
ま
し
た
が
、
付
託
し
た
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
で
半
数
を
超
え
る

議
員
か
ら
、「
災
害
時
に
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
慎
重

に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
１８
年
３
月
市
議
会
定
例
会

で
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
ま
し
た

「
吉
野
川
市
屋
外
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ

い
て
、
３
月
２２
日
に
再
度
開
催
さ

れ
た
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
の

審
査
の
結
果
、
原
案
を
可
と
す
る

こ
と
に
決
し
、
３
月
２９
日
に
開
催

さ
れ
た
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
４
月
か
ら
「
鴨

島
県
民
運
動
場
」
か
ら
「
鴨
島
運

動
場
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ
、
生

涯
学
習
課
（
山
川
庁
舎
１
階
℡

○４２
４
１
１
５
）
が
担
当
課
と
な
り

ま
す
。

予
算

吉
野
川
市
総
合
計
画

人
事

新しく完成した上浦地区公民館
（16ページに関連記事）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で

継
続
審
査
と
な
っ
た
議
案

平
成
18
年
第
１
回
吉
野
川
市
議

会
臨
時
会
（
３
月
29
日
）

鴨島運動場
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財　政　課 222022

223422

秘書企画課 2221（鴨）

（鴨）

（鴨）

（鴨）

22

情報システム課

支　　所 鴨島支所地域課 2212（鴨） 22

山川支所地域課 411242

211143

川島支所地域課 6611（川）

（山）

（美）

25

美郷支所地域課

市 民 部 市民生活課 2210（鴨） 22

環境衛生課 223022

222922

国保年金課 2213（鴨）

（鴨）

（鴨）

22

人　権　課

建 設 部 建　設　課 6616（川） 25

都市計画住宅課 222522

222422

管　理　課 6617

3199

3399

（川）

（鴨）

（鴨）

25

水 道 部 水　道　課 （山） 42

2241議会事務局 庶務議事課 （鴨） 22

2214会　計　課 （鴨） 22

下 水 道 課 （山） 42

工事検査室

教育委員会事務局 教育総務課 4113（山） 42

生涯学習課 411542

419942

学校教育課 4114（山）

（山）

（山）

42

教育研究所

農業委員会事務局 2227（鴨） 22

選挙管理委員会事務局 221122

223122

監査委員事務局 2233（鴨）

（鴨）

（鴨）

22

公平委員会

産業経済部 農業振興課 2228（鴨） 22

耕　地　課 309942

211243

商工観光課 2226（鴨）

（山）

（美）

22

林業振興課

健康福祉部 地域福祉課 （川）

子育て支援課 661425

661825

介護障害課 （川）

（川）

（川）子ども相談室

661525（川）健康推進課

211125

661325
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平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

平
成
１８
年
度

吉
野
川
市
と
な
っ
て
２
度
目
の
通
年
予
算
（
１
年
間
の
予
算
）
を

組
み
ま
し
た
。
市
の
財
政
状
況
は
、
平
成
16
年
度
決
算
に
お
い
て
経

常
収
支
比
率
94
・
０
％
、
公
債
費
比
率
15
・
１
％
と
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
事
務
事
業
全
般
に
わ
た
り
前
例
を
踏
襲
す
る
こ

と
な
く
見
直
し
を
行
い
、
徹
底
し
た
歳
出
削
減
に
努
め
ま
し
た
が
、

平
成
17
年
度
当
初
予
算
額
に
比
べ
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

市
に
入
っ
て
く
る
お
金
（
歳
入
）

市
だ
け
で
ま
か
な
え
る
お
金
の

こ
と
を
自
主
財
源
と
い
い
ま
す
。

歳
入
の
円
グ
ラ
フ
の
市
税
、
そ
の

他
に
あ
た
る
部
分
、
繰
入
金
が
市

の
自
主
財
源
で
、
歳
入
総
額
の

３７
％
に
あ
た
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
割
合
は
、
平
成
１７

年
度
当
初
予
算
に
比
べ

ポ
イ
ン

ト
上
が
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
税

制
改
正
に
よ
る
定
率
減
税
の
減
税

率
の
変
更
な
ど
で
市
税
が
増
加
し

０.５

依
然
少
な
い
自
主
財
源

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

市
で
ま
か
な
え
る
お
金
が
自
主

財
源
で
す
が
、
そ
の
一
方
が
依
存

財
源
と
い
い
ま
す
。
歳
入
総
額
の

６３
％
を
占
め
る
依
存
財
源
の
う
ち

そ
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
の

が
、
地
方
交
付
税
で
す
。

地
方
交
付
税
は
、
全
国
の
市
町

村
が
一
定
の
行
政
水
準
を
保
つ
た

め
に
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金

で
す
が
、
年
々
減
少
し
て
い
る
傾

頼
み
の
地
方
交
付
税
も
減
る
一
方

向
に
あ
り
、
平
成
１８
年
度
は
、
国

の
地
方
財
政
計
画
で
削
減
率
が

％
と
示
さ
れ
て
お
り
、
頼
み
の
地

方
交
付
税
も
減
る
一
方
で
す
。

市
税
お
よ
び
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
や
国
・
県
の
補
助
金
だ
け
で

は
、
ど
う
し
て
も
進
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
事
業
が
で
き
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
よ

う
な
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
借

金
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
借
金
の
こ
と
を
市
債
と
い
い

ま
す
。

市
債
に
は
、
い
く
つ
か
種
類
が

あ
り
、
事
業
の
目
的
に
よ
っ
て
分

か
れ
て
い
ま
す
。
吉
野
川
市
は
合

併
し
た
こ
と
も
あ
り
、
合
併
特
例

債
と
い
う
市
債
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
合
併
特
例
債
は
、

借
り
た
お
金
の
７
割
を
地
方
交
付

税
と
し
て
国
が
措
置
し
て
く
れ
る

有
利
な
市
債
で
す
。

市
で
は
、
合
併
し
た
た
め
必
要

と
な
っ
た
事
業
で
合
併
特
例
債
の

該
当
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
の
合
併
特
例
債
を
充
て
る
こ
と

と
し
、
市
債
１７
億
３
２
８
０
万
円

の
う
ち
、
４
億
２
１
７
０
万
円
分

を
発
行
し
ま
す
。

５.９

た
り
な
い
分
は
市
が
借
金

一
般
会
計
予
算
額

１
８
５
億
３
２
７
９
万
４
０
０
０
円

平
成
17
年
度
当
初
予
算
比
１
％
増

２
１
万
５
０
０
０
円
、
物
件
費
等

が
１
億
６
５
０
万
２
０
０
０
円
、

補
助
費
が
１
億
４
０
９
万
８
０
０

０
円
削
減
で
き
た
も
の
の
、
継
続

事
業
の
川
島
中
学
校
建
設
事
業

や
、
山
川
環
境
セ
ン
タ
ー
解
体
工

事
等
の
投
資
的
経
費
が
６
億
３
５

０
５
万
４
０
０
０
円
増
加
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。

市
で
は
、
平
成
１８
年
度
の
予
算

編
成
方
針
で
平
成
１７
年
度
当
初
予

算
額
よ
り
削
減
す
る
マ※

イ
ナ
ス
シ

ー
リ
ン
グ
を
設
定
し
、
各
事
務
事

業
を
ゼ※

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直
し
ま

し
た
が
、
予
算
総
額
は
平
成
１７
年

度
当
初
予
算
額
を
１
％
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
義
務
的
経
費
で
あ
る

人
件
費
や
扶
助
費
等
が
２
億
１
５

歳入

自主財源
37.0％

市税
36億3,963万2,000円
（19.6％）

繰入金
21億4,650万円
（11.6％）

市債
17億3,280万円
（9.4％）

地方交付税
57億円（30.8％）

地方譲与税・
各種交付金
11億9,465万円
（6.4％）

国庫支出金
17億2,367万4,000円
（9.3％）

県支出金
13億1,577万7,000円
（7.1％）

依存財源
63.0％

その他
（分担金および負担金・
使用料および手数料・
財産収入・繰越金・寄
附金・諸収入）
10億7,976万1,000円
（5.8％）

歳入 185億3,279万4,000円

※マイナスシーリング：前年度予算額より定率削減すること。
※ゼロベース：既成概念や常識をとっぱらって、ゼロから検討すること。
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市
が
使
う
お
金

（
歳
出
）

義
務
的
経
費
が
微
減

支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

て
、
容
易
に
削
減
、
圧
縮
で
き
な

い
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を

義
務
的
経
費
と
い
い
ま
す
。
平
成

１８
年
度
は
、
議
員
数
の
減
少
や
退

職
者
の
補
充
を
抑
制
し
た
こ
と

で
、
人
件
費
を
１
億
５
０
０
０
万

円
余
り
削
減
し
た
結
果
、
義
務
的

経
費
の
割
合
は
、
平
成
１７
年
度
当

初
予
算
に
比
べ

ポ
イ
ン
ト
下
が

り
４９
・
３
％
に
な
り
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
と
別
に
、
施
設
の

建
設
、道
路
の
新
設
・
改
良
な
ど
、

こ
の
年
度
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後

に
お
い
て
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
な

る
経
費
を
投
資
的
経
費
と
い
い
ま

す
。今

回
の
予
算
で
は
、
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
を
よ
り
早
く
活
用
す
る
た

め
に
取
り
組
む
、
山
川
環
境
セ
ン

タ
ー
解
体
工
事
や
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事
業
を
計
上
し

た
結
果
、投
資
的
経
費
の
総
額
は
、

平
成
１７
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

２８
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
は
大
幅
増

ま
と
め

平
成
１８
年
度
の
予
算
は
、
国

の
三
位
一
体
改
革
や
地
方
財
政

計
画
を
受
け
厳
し
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
で
は
合
併
特

例
債
や
合
併
補
助
金
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
歳
出
で
は
、
先

述
の
投
資
的
経
費
以
外
の
ほ
ぼ

す
べ
て
に
お
い
て
、
根
本
的
に

見
直
し
、
抑
制
し
た
結
果
や
っ

と
の
こ
と
で
編
成
で
き
ま
し

た
。予

算
編
成
方
針
で
マ
イ
ナ
ス

シ
ー
リ
ン
グ
を
設
定
し
た
も
の

の
、
予
算
総
額
で
は
達
成
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
経
常
的
な

経
費
全
般
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ

ス
シ
ー
リ
ン
グ
が
達
成
で
き
た

と
い
え
ま
す
。

目的別に見た吉野川市の予算
市民１人当たりに使われるお金　合計額396,135円

※人口は、平成18年３月１日現在46,784人で換算

総務費

47,422円

衛生費

42,742円

土木費

42,539円

教育費

50,705円

民生費

118,963円

消防費

15,483円

その他

58,796円

農林

水産業費

19,485円

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

歳出
義務的
経費

（49.3％）

その他
（35.2％）

人件費
43億957万4,000円
（23.3％）

予備費
4,000万円（0.2％）

扶助費
24億8,192万7,000円
（13.4％）

公債費
23億3,596万8,000円
（12.6％）

投資的経費
28億7,732万5,000円
（15.5％）

物件費
21億8,818万9,000円
（11.8％）

維持補修費
1億2,668万9,000円
（0.7％）

補助費等
16億9,144万5,000円
（9.1％）

投資および出資金・
貸付金、積立金
1,802万2,000円（0.1％）

繰出金
24億6,365万5,000円
（13.3％）

投資的経費
（15.5％）

歳出 185億3,279万4,000円

１.６
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平
成
１８
年
度
当
初
予
算
の
重
点
項
目

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
急
速

に
普
及
し
、
市
民
に
対
す
る
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
重
要
な
の
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
携
帯
電
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。
防
災
や
危
険
個
所

監
視
、メ
ー
ル
配
信
等
高
速
回
線
の

需
要
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す
。

市
で
は
、
将
来
の
需
要
に
柔
軟
に

対
応
す
る
た
め
、光
ケ
ー
ブ
ル
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
行
政
体
制
強
化
事
業
】

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

が
、
家
庭
や
地
域
の
中
で
安
全
に

す
く
す
く
育
つ
環
境
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
主

体
的
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
土
曜
保
育
・
延
長
保
育
事
業

１
４
５
４
万
９
０
０
０
円

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進

補
助
事
業

１
０
０
万
円

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

３
２
１
５
万
９
０
０
０
円

○
老
人
福
祉
施
設
整
備
補
助
事
業

１
０
０
０
万
円

【
少
子
高
齢
化
対
策
事
業
】

○
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
導
入
事

業

８０
万
円

○
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整

備
事
業

２
億
２
３
０
０
万
円

環
境
、
景
観
、
地
域
の
特
性
な

ど
に
着
目
し
、

潤
い
に
満
ち
た

や
す
ら
ぎ
の
あ

る
生
活
空
間
を

整
備
し
、
人
に

や
さ
し
く
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
促
進
し

ま
す
。

【
地
域
振
興
事
業
】

○
巡
回
バ
ス
運
行
事
業５

４
９
万
円

○
自
治
振
興
事
業

２
９
４
３
万
８
０
０
０
円

○
国
民
文
化
祭
推
進
事
業

７
４
８
万
１
０
０
０
円

○
流
域
公
益
保
全
林
整
備
事
業

５
４
５
８
万
７
０
０
０
円

○
商
工
業
振
興
事
業

１
１
２
０
万
９
０
０
０
円

○
観
光
振
興
事
業

７
９
５
６
万
７
０
０
０
円

○
体
育
振
興
補
助
事
業

１
７
２
２
万
１
０
０
０
円

【
保
健
福
祉
推
進
事
業
】

地
域
社
会
の
中
で
、
だ
れ
も
が

健
康
で
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
す

【
環
境
対
策
推
進
事
業
】

地
域
の
環
境
づ
く
り
や
地
球
環

境
の
保
全
に
向
け
た
諸
施
策
を
推

進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図

り
、
自
然
や
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
対
策
事
業

３
２
０
０
万
５
０
０
０
円

○
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
解
体
事

業

２
億
６
１
４
５
万
円

○
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助

４
６
０
９
万
５
０
０
０
円

○
下
水
道
整
備
事
業
繰
出
金

９
億
８
１
４
７
万
１
０
０
０
円

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
、

助
け
合
う
、
ふ
れ
あ
い
と
連
帯
感

あ
ふ
れ
る
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
老
人
保
健
事
業

１
億
１
３
４
４
万
１
０
０
０
円

○
在
宅
老
人
福
祉
対
策
事
業

５
６
８
８
万
５
０
０
０
円

○
障
害
者
福
祉
対
策
事
業

６
億
８
９
２
７
万
５
０
０
０
円

○
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
対

策
事
業

１
億
７
６
２
４
万
１
０
０
０
円

○
母
子
保
健
事
業

２
１
７
８
万
４
０
０
０
円

○
敬
老
祝
賀
事
業

６
８
１
万
９
０
０
０
円

○
地
籍
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業
　

８
４
８
万
６
０
０
０
円

○
指
定
管
理
者
制
度
導
入
事
業

９
８
０
１
万
８
０
０
０
円
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【
生
活
基
盤
整
備
事
業
】

自
然
災
害
や
火
災
、
事
件
、
事

故
等
に
備
え
る
た
め
、
道
路
整
備

や
安
全
施
設
整
備
を
進
め
、
市
民

生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
、
快
適

性
に
重
点
を
置
い
た
都
市
基
盤
整

備
を
図
り
ま
す
。

○
交
通
安
全
対
策
事
業

１
１
３
０
万
円

○
市
営
墓
地
造
成
事
業

５
８
０
１
万
５
０
０
０
円

○
斎
場
待
合
室
増
築
事
業

１
３
８
０
万
円

【
教
育
環
境
整
備
事
業
】

優
し
さ
と
思
い
や
り
、
た
く
ま

し
さ
、
郷
土
へ
の
愛
着
心
を
は
ぐ

く
む
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
教
育

や
、
一
人
ひ
と
り
の
才
能
や
個
性

を
伸
ば
し
、
創
造
性
に
富
む
子
ど

も
の
育
成
を
め
ざ
し
、
健
全
か
つ

○
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業

１
億
９
２
９
万
３
０
０
０
円

○
道
路
河
川
等
整
備
事
業

７
億
１
３
５
２
万
８
０
０
０
円

○
市
営
川
俣
団
地
合
併
浄
化
槽
設

置
工
事

１
８
１
５
万
５
０
０
０
円

○
鴨
島
公
民
館
耐
震
診
断
事
業

４
６
０
万
円

安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

○
川
島
中
学
校
整
備
事
業

７
億
８
４
０
６
万
９
０
０
０
円

○
山
川
中
学
校
耐
力
度
調
査
事
業

９
０
０
万
円

○
幼
稚
園
預
か
り
保
育
事
業

１
６
１
万
６
０
０
０
円

○
外
国
語
指
導
助
手
招
致
事
業

１
６
１
０
万
５
０
０
０
円

○
生
徒
指
導
推
進
協
力
員
活
用
調

査
研
究
事
業

８０
万
円

○
学
力
向
上
拠
点
形
成
事
業

１６
万
９
０
０
０
円

○
教
職
員
指
導
力
・
人
間
力
向
上

研
修
事
業

２０
万
円

○
教
育
研
究
所
調
査
活
動
事
業

４５
万
円

市
に
は
、
一
般
会
計
と
は
別

に
、特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、

特
定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
と
区
別
し
て
処
理
す
る

た
め
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
一
般
会
計

と
は
別
に
特
別
会
計
と
い
わ
れ
ま

す
。ま

た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

以
外
に
、独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

特別会計

会計名
国民健康保険事業特別会計
老人保健事業特別会計
介護保険事業特別会計
公共下水道事業特別会計
特定環境保全公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
公衆温泉浴場事業特別会計
簡易水道事業特別会計
川島財産区特別会計
地域支援事業特別会計

平成18年度予算額
4,727,603
5,586,075
3,696,468
1,230,036
1,018,174
186,226
34,667
51,145
456

163,387

企業会計

（単位：千円）

（単位：千円）

会計名 平成18年度予算額
565,335
548,202
259,319
466,065

水道事業会計
収益的収入および支出

資本的収入および支出

収入
支出
収入
支出

○
廃
品
回
収
補
助
金

１０
万
円

特
別
会
計
・
企
業
会
計
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平成18年度吉野川市税の納期は次のとおりです。納期内の納付をお願いします。

１．納期限が休日その他政令で定める日のときは、その翌日が納期限となります。

２．市税の第１期の納期に全期用の納付書と１年分（各期）の納付書をまとめてお送りします。

◎　各期に納付される方は、１年分（各期）の納付書を大切に保管の上、各納期に納めてくださ

い。

◎　年税額を一括して納付される方は、（全期用）と記載された納付書で第１期の納期に納めて

ください。

◎　口座振替を利用して納付される方は、ご指定の口座から納期の末日に振り替えします。

３．前納報奨金は、固定資産税、市・県民税が交付対象です。前納した納付税額の１００分の１に納

期前に係る月数を乗じて得た額です。（報奨金の額が５００円未満の場合は交付しません。また２０万

円を超えるときは２０万円となります。）

納　　期 国民健康保険税 固定資産税 軽自動車税 市・県民税

１日～31日

18日～31日

17日～30日

１日～31日

１日～31日

１日～30日

１日～31日

１日～30日

１日～25日

１日～31日

全　期

１期・全期

２　期

３　期

１期・全期

２　期

３　期

４　期

５　期

６　期

１期・全期

２　期

３　期

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

市税納期のお知らせ市税納期のお知らせ
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市税を金融機関または郵便局の預貯金口座から自動的に振り替えて納めることができます。手数料はか
かりません。口座振替納税をぜひご利用ください。
（１）口座振替納税は次のようなメリットがあります。

①安心…預貯金口座から自動的に払い込まれるので納め忘れの心配がなく、現金を持って納付に行く必要
もなくなるので安心です。

②確実…一度手続きをすれば、翌年度からも自動的に継続されますので確実です。
③便利…納期のたびに支払いに行く手間がいらないので、仕事等で忙しい方や、不在がちの方は便利です。

（２）口座振替できる市税

次の４税の納付に口座振替を利用することができます。ひとつの税目から申し込みすることができ、
納付方法も税目ごとに選択することができます。

問い合わせ　市税務課　　 22 2215

（３）申込方法

預貯金通帳と通帳届出印をご持参の上、取り引きされている金融機関・郵便局の窓口で、口座振替
申込書により申し込みください。申込書は市税収納の取り扱いをしている市内の金融機関・郵便局、
税務課（市役所１階）・各支所地域課の窓口に備えています。

（４）口座振替ご利用についての注意事項

口座の預貯金が不足していますと振替ができませんので、預貯金残高にご注意ください。残高不足
で振替日に口座振替ができなかった場合、再振替は行いません。税務課から別途納付書を送りますの
で、最寄りの金融機関または市役所、各支所で納めてください。
また、指定口座を廃止した場合や、口座を変更したい場合は、必ず金融機関・郵便局で廃止・変更

の手続きをしてください。
国民健康保険税については、世帯主の方が国民健康保険以外の保険に加入されていても、納税義務

者は世帯主の方になりますのでご記入の際はご注意ください。

税　　目

市県民税（普通徴収）

固 定 資 産 税

国 民 健 康 保 険 税

軽 自 動 車 税

各納期別

各納期別

各納期別

全期前納（報奨金あり）

全期前納（報奨金あり）

全期前納（報奨金なし）

納　　付　　方　　法

全　　期

市税は口座振替で納税を！

申 込 窓 口
阿波銀行、四国銀行、徳島銀行、四国労働金庫、徳島信用金庫、

麻植郡農協、郵便局

申 込 期 限 振替開始を希望する納期月の前月20日まで

振 替 日
各納期別：各納期月の末日

全期前納：第１期の納期月の末日

※納期限が休日、その他政令に定める日のときは、その翌日となります。

口座振替済
のお知らせ

振替完了後、税務課からお送りします。

※国民健康保険税については報奨金はありませんが、全期前納を選択することができます。



　
固
定
資
産
評
価
額
は
、
以
前
は

自
治
体
ご
と
に
独
自
に
評
価
し
て

い
た
た
め
、
評
価
額
が
地
価
よ
り

安
く
、
ま
た
全
国
で
か
な
り
ば
ら

つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

評
価
の
均
衡
を
図
り
公
平
な
評
価

を
行
う
た
め
、
平
成
６
年
度
に
、

宅
地
の
評
価
水
準
を
全
国
一
律
に

地
下
公
示
価
格
等
の
７
割
を
め
ど

と
す
る
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
全
国
で
評
価
額
が
大

幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
税
負
担
が
急
増
し
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、「
負
担
調

整
措
置
」と
い
う
仕
組
み
を
作
り
、

納
税
者
の
税
負
担
が
な
だ
ら
か
に

上
昇
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
負
担
水
準
の
ば
ら
つ

き
の
幅
を
狭
め
て
い
く
仕
組
み
を

導
入
し
な
が
ら
、
本
来
の
水
準
に

な
る
ま
で
徐
々
に
税
負
担
を
上
げ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お

負
担
水
準
の
ば
ら
つ
き
が
残
っ
て

い
る
た
め
、
負
担
水
準
の
低
い
宅

地
に
つ
い
て
均
衡
化
を
一
層
促
進

す
る
こ
と
、
今
ま
で
の
仕
組
み
が

複
雑
で
納
税
者
に
わ
か
り
に
く
い

こ
と
か
ら
、
国
は
平
成
１８
年
度
の

評
価
替
え
に
あ
わ
せ
て
地
方
税
法

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

固定資産税算定方法が変わります固定資産税算定方法が変わります固定資産税算定方法が変わります
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

宅　地
雑種地の

　今回の改正では、負担水準が60％以下（住宅用地は80％以下）の土地につ
いては評価額の5％が前年度課税標準額に加算されることになり、負担水準が
20％以下の土地については20％まで引き上げられます。

※各算出税額については参考税額です。実際にはすべての固定資産課税標準額の合計
に税率をかけ、100円未満は切り捨てになります。（住宅用地については、住宅用
地の特例後の計算となります。）

　例１　評価額1,000万円の非住居用の宅地で、前年度課税標準額が350万円の場合
　　　　350万円÷1,000万円×100＝35％（負担水準）
　　　　（350万円＋1,000万円×5％）×1.4％（税率）＝56,000円

　　　・参考　従来の負担調整による税額　
　　　　　350万円×1.05×1.4％（税率）＝51,450円

　例２　評価額1,000万円の非住居用の宅地で、前年度課税標準額が100万円の場合
　　　　100万円÷1,000万円×100＝10％（負担水準）
　　　　100万円＋1,000万円×5％＝150万円
　　　　150万円÷1,000万円×100＝15％（負担水準が20％未満）
　　　　1,000万円×20％×1.4％（税率）＝28,000円

　　　・参考　従来の負担調整による税額　
　　　　　　　100万円×1.15×1.4％（税率）＝16,100円

●問い合わせ●　　市税務課資産税係　　 22 2215

◆負担水準
　課税標準額が評価額
に対してどの程度まで
達しているかを示すも
のです。
　前年度課税標準額を
本年度評価額で割って
算出します。

－用語解説－

負担調整措置
の改正内容

商業地等 住宅用地
100

70

60

20

0

100

80

20

0

（％）

（％）

負
担
水
準

条
例
減
額
制
度

負
担
水
準

〔↑〔A〕が評価額×20％を下回る場合は20％〕

〔↑〔A〕が評価額×60％を上回る場合は60％〕

前年度課税標準額＋
　　　　評価額×5％＝〔A〕

前年度課税標準額＋
　評価額×1／6×5％＝〔A〕

税負担措置

固定資産税評価額 固定資産税評価額

税負担措置

特例（1／6）

〔〔A〕が評価額×
1/6×80％を上回
る場合は80％〕

〔〔A〕が評価額×
1/6×20％を下回
る場合は20％〕

税負担引き下げ
（評価額×70％）

税額計算例
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介護保険料が新しくなります！介護保険料が新しくなります！介護保険料が新しくなります！介護保険料が新しくなります！

介護サービスを受けるためには？介護サービスを受けるためには？介護サービスを受けるためには？介護サービスを受けるためには？

　６５歳以上の方の、平成１８年度介護保険料が次の表のとおり新しくなります。

　介護サービスを受けるためには、まず最初に「要介護認定」を受けることが必要です。
申請の流れは以下のとおりです。

区 分

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

保険料（年度額）

25,700円

25,700円

38,600円

51,500円

33,900円

42,700円

64,300円

46,800円

55,600円

77,200円

対 象 と な る 方

生活保護を受給の方または世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年金を受給の方

世帯全員が市民税非課税で合計所得金額と課税年金収入額をあわせた額が80万円以下の方

世帯全員が市民税非課税で第２段階に該当しない方

本人は市民税非課税だが同じ世帯に市民税課税者のいる方

　第4段階の方のうち、税制改正がなければ第2段階となっていた方

　第4段階の方のうち、税制改正がなければ第3段階となっていた方

本人が市民税課税者で合計所得金額が200万円未満の方

　第5段階の方のうち、税制改正がなければ第3段階となっていた方

　第5段階の方のうち、税制改正がなければ第4段階となっていた方

本人が市民税課税者で合計所得金額が200万円以上の方

第 1 期

第 2 期

第 3 期

第 4 期

第 5 期

　7　　月

　9　　月

11　　　月

　1　　月

　3　　月

納付書で納めていただく方（普通徴収の方）

第 1 期

第 2 期

第 3 期

第 4 期

第 5 期

第 6 期

　4　　月

　6　　月

　8　　月

10　　　月

12　　　月

　2　　月

年金から天引きさせていただく方（特別徴収の方）保険料の納期保険料の納期保険料の納期保険料の納期

介護障害課（川島庁舎1階）または支所地域課（鴨島・山川・美郷）でできます。

　※ご家族が代理ですることもできます。

調査員がご本人を訪問し、聞き取り調査を行います。

　※ご家族の方も立会いできますので、ご希望の方は申請時にお申出ください。

　※主治医の意見書は、市からご本人の主治医に依頼します。

訪問調査票と主治医の意見書をもとに審査会が開かれ、要介護度等が決ま

ります。
３　審　査　会

２　訪問調査

１　申　　請

●問い合わせ●　　市介護障害課介護保険係　　 25 6613

固定資産税算定方法が変わります固定資産税算定方法が変わります
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

2006年（平成18年）４月12日
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男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

は
、
教
育
基
本
法
な
ど
と
同
じ
よ

う
に
「
基
本
法
」
と
し
て
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
基
本
法
と
は
、
国

政
の
重
要
な
分
野
に
つ
い
て
、
国

の
政
策
に
関
す
る
基
本
方
針
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
の
施
策
の

方
向
を
示
す
も
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

に
つ
い
て
、
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
で
は
次
の
５
つ
の
理

念
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
「
男
女
の
人
権
の
尊
重
」

男
女
と
も
個
人
と
し
て
人
権
が

大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
す
。

②
「
社
会
に
お
け
る
制
度
ま

た
は
慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮
」

性
に
よ
る
役
割
分
担
を
反
映

し
た
現
在
の
制
度
や
慣
行
を
よ

り
自
由
な
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
。

③
「
政
策
等
の
立
案
お
よ
び

決
定
へ
の
共
同
参
画
」

国
や
自
治
体
、
民
間
を
問
わ

ず
、
政
策
の
立
案
や
決
定
は
男

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

っ
て
ど
ん
な
法
律
？

今
年
は
、
５
年
生
が
障
害
者
に

対
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
テ

ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。
委
員
会

が
司
会
や
解
説
・
準
備
な
ど
を
支

援
し
、
集
会
が
円
滑
に
運
営
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

１
年
間
を
通
し
て
の
活
動
と
し

て
は
、
学
期
に
２
週
ず
つ
の
『
あ

い
さ
つ
運
動
』
や
年
間
２
回
の

『
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
』（
異
学
年
に

よ
る
ゲ
ー
ム
大
会
）、『
友
だ
ち
い

い
な
』（
学
校
生
活
で
の
善
行
の
発

見
）
の
放
送
や
劇
化
の
活
動
が
あ

り
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

『
あ
い
さ
つ
運
動
』
で
は
、
委

員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
玄
関
に
立

ち
、
登
校
し
て
く
る
子
ど
も
や
教

職
員
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
か
わ

し
て
い
ま
す
。

人
権
と
ぴ
っ
く
す

人
権
委
員
会
の
活
動

―
山
瀬
小
学
校
―

問
い
合
わ
せ

わ
が
校
の
委
員
会
活
動
の
中
に
、

人
権
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
そ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

本
委
員
会
の
大
き
な
催
し
と
し

て
、「
人
権
集
会
」
の
企
画
・
運
営

が
あ
り
ま
す
。
人
権
集
会
で
は
、

委
員
会
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
募
集
し
、
冊
子
を
作
り
、

全
校
児
童
の
士
気
を
高
め
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
す
。
劇
な
ど
の
出
し

物
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
権
項
目

の
内
容
を
参
加
者
み
ん
な
に
啓
発

し
ま
す
。

『
友
だ
ち
い
い
な
』
で
は
、
学

校
生
活
で
見
つ
け
た
小
さ
な
親
切

や
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
玄

関
の
ポ
ス
ト
で
募
集
し
、
お
昼
の

全
校
放
送
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
投
稿
の
多
か
っ
た
２
学
期
に

は
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
劇
化

し
、
朝
会
な
ど
で
発
表
し
ま
し
た
。

『
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
』
で
は
、

お
昼
休
み
に
球
技
や
ゲ
ー
ム
な
ど

を
企
画
・
運
営
し
、
全
校
異
学
年

編
成
チ
ー
ム
に
よ
り
、
楽
し
い
ふ

れ
あ
い
の
時
間
を
持
て
ま
し
た
。

以
上
が
主
な
活
動
で
す
が
、
そ

の
ほ
か
に
人
権
標
語
の
募
集
・
掲

示
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

山
瀬
小
学
校
人
権
宣
言
『
友
達

を
大
切
に
し
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
、
楽
し
い
山
瀬
小
学
校
に

し
ま
す
。』
を
基
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

５
つ
の
理
念

誰もが暮らしやすい男女共同
参画社会をめざして

女
が
一
緒
に
す
る
。

④
「
家
庭
生
活
に
お
け
る
活

動
と
他
の
活
動
の
両
立
」

ど
の
よ
う
な
活
動
も
家
庭

生
活
と
の
両
立
を
め
ざ
す
。

⑤
「
国
際
的
協
調
」

女
性
に
か
か
わ
る
問
題
に
国

際
的
に
連
携
し
て
取
り
組
む
。

こ
れ
ら
の
基
本
理
念
は
、
国
や

自
治
体
、
そ
し
て
国
民
が
そ
れ

ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
す
う
え
で

基
本
と
な
る
考
え
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
な

が
ら
吉
野
川
市
で
は
、
男
女
が

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
、喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
関
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
秘
書
企
画
課
℡
○22
２
２
２
１

人権集会の様子

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

『友だちいいな』の劇の様子

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）

℡
○22
２
２
２
９
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市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

℡
○22
２
２
２
８

第
六
回
　

イ
チ
ゴ
の
栽
培

問
い
合
わ
せ

今
回
は
川
島
町
の
比
較
的
新
し

い
農
作
物
で
あ
る
イ
チ
ゴ
の
栽
培

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

イ
チ
ゴ
の
栽
培
は
、
昭
和
４５
年

ご
ろ
に
旧
阿
波
町
久
勝
農
協
で
始

ま
り
、
川
島
町
か
ら
１
戸
の
農
家

が
便
乗
さ
せ
て
も
ら
う
か
た
ち
で

共
同
出
荷
を
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

収
益
性
が
高
く
価

格
も
安
定
し
た
作
物

な
の
で
生
産
者
も
増

加
し
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
土
耕

栽
培
で
は
姿
勢
が
中

腰
の
ま
ま
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
腰
に
負
担

が
掛
か
り
過
ぎ
、
農

作
業
は
容
易
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
高
齢
化
も
進

み
、
作

り
続
け

て
い
く

た
め
に
、
た
ど
り
着

い
た
栽
培
方
法
が
高

設
栽
培
で
し
た
。

平
成
１０
年
に
、
川

島
町
が
県
下
で
初
め

て
イ
チ
ゴ
の
高
設
栽

培
を
導
入
し
ま
し

た
。
全
国
各
地
か
ら

大
勢
見
学
に
来
る
な

ど
注
目
を
浴
び
ま
し

た
。高

設
栽
培
の
イ
チ

ゴ
は
消
費
者
に
と
っ

て
は
空
中
に
浮
い
て
い
る
の
で
清

潔
で
、
赤
く
完
熟
し
て
も
固
く
て

日
持
ち
が
良
く
、
ま
た
、
消
毒
が

少
な
く
済
み
安
心
で
す
。
農
家
に

と
っ
て
は
作
業
が
楽
に
な
り
、
栽

培
面
積
も
増
や
せ
、
安
定
し
た
収

量
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
際
、
導
入
の
結
果
、
重
労
働

か
ら
の
開
放
、
作
業
時
間
の
短
縮

に
よ
っ
て
効
率
が
良
く
な
り
、
よ

う
や
く
ゆ
と
り
の
あ
る
農
業
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
場
中
心
に
か
た
よ
ら

ず
、
直
売
所
を
設
け
販
売
す
る
こ

と
で
、
新
鮮
な
も
の
を
消
費
者
に

お
届
け
す
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

し
か
し
、
作
り
続
け
て
い
る
う

ち
に
、
問
題
点
も
数
多
く
出
て
き

ま
し
た
。
土
作
り
を
す
る
人
、
品

種
を
変
え
る
人
、
ハ
ウ
ス
の
環
境

を
変
え
る
人
、
経
費
の
削
減
を
考

え
る
人
、
栽
培
農
家
そ
れ
ぞ
れ
が

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
ま
た
、
炭
疽
病
（
た
ん

そ
び
ょ
う
）
と
い
う
育
苗
期
に
枯

れ
て
し
ま
う
病
気
も
多
発
し
た
た

め
、
こ
こ
近
年
、
育
苗
期
に
重
点

を
置
く
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

県
の
支
援
セ
ン
タ
ー
、
農
協
の

協
力
に
よ
り
、
勉
強
会
・
視
察
・

苗
の
検
査
等
に
、
よ
り
一
層
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
高
設
栽
培
を
始

め
た
こ
ろ
の
よ
う
な
見
事
な
イ
チ

ゴ
を
毎
年
作
り
続
け
ら
れ
る
よ
う

初
心
に
か
え
り
努
力
し
、
お
い
し

く
安
全
な
イ
チ
ゴ
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
作
り
続
け
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

農
地
の
貸
し
借
り
の
申
し
出
を

受
け
付
け
中
！

利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
に
よ

り
、
前
期
分
の
農
地
の
貸
し
借
り

の
申
し
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

借
り
手
は
、
経
営
規
模
拡
大
志

向
農
家
が
対
象
で
す
。

こ
の
事
業
の
貸
借
に
つ
い
て
は
農

地
法
の
許
可
が
不
要
で
、
貸
し
手
に

は
貸
借
期
間
満
了
前
に
継
続
用
書
類

を
送
り
ま
す
。
そ
の
際
、
借
り
手
と

再
契
約
せ
ず
に
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
自

動
的
に
解
約
と
な
り
、
離
作
料
を
払

う
必
要
も
な
く
、
安
心
し
て
農
地
を

貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

農
業
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
２
階
）
に
備
え
付
け
の
申

出
書
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

貸
し
手
・
借
り
手
両
方
の
印
鑑
を

な
つ
印
の
上
、
農
業
委
員
会
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
（
前
期
分
）
４
月
２５
日
（火）

（
後
期
分
の
受
け
付
け
は
、
９
月
中
旬

〜
１０
月
中
旬
の
予
定
で
す
）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

安
心
で
す
！

問
い
合
わ
せ

地
元
農
業
委
員
ま
た
は
市
農
業
委

員
会
事
務
局
　

℡
○22
２
２
２
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建
国
記
念
日
の
２
月
１１
日
、
山

川
町
の
川
田
八
幡
神
社
で
、
御
魔

射
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

紋
付
き
に
裃

か
み
し
も

姿す
が
た

１０
人
の
射
手

が
一
列
に
並
び
、ひ
と
り
１
０
０

本
、合
計
１
０
０
０
本
の
矢
を
放

ち
、鬼
に
見
立
て
た
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
的
を
射
て
、一
年
間
の
悪
魔
払

い
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

弓
で
的
を
射
る
こ
と
に
よ
っ
て

川
田
八
幡
神
社
で

御
魔
射

お

ま

と

神
事

２
月
２７
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
堀
絢
子
さ
ん
に
よ
る
人

権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
、
会
場
と
な
っ
た
ア
メ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
反
核
・
反
戦

の
願
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

広
島
で
被
爆
し
た
女
学
生
が
主

人
公
の
『
朝
ち
ゃ
ん
』
の
芝
居
で

は
、顔
が
ザ
ク
ロ
の
よ
う
に
割
れ
、

全
身
に
、や
け
ど
を
し
た
朝
子
が
、

や
っ
と
出
会
っ
た
母
に
「
水
が
ほ

し
い
」
と
訴
え
続
け
、
徐
々
に
弱

っ
て
い
く
姿
を
熱
演
し
、
朝
子
が

「
か
あ
ち
ゃ
ん
」
と
訴
え
る
場
面

で
は
、目
頭
を
押
さ
え
る
方
が
会

場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
ら
れ
ま

し
た
。

上
演
後
、
堀
さ
ん
は
、「
死
に

た
く
な
い
の
に
、
死
な
さ
れ
た
人

が
た
く
さ
ん
い
る
。
原
爆
の
非
人

道
性
を
訴
え
続
け
た
い
。」
と
力

強
く
語
り
ま
し
た
。

２
月
２４
日
、
吉
野
川
警
察
署

で
、
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
市

公
用
車
の
標
章
、
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
者
証
の
交
付
と
、
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

青
色
に
は
、
犯
罪
を
抑
止
す
る

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
野
川
市
で
は
、
犯
罪
を
未
然
に

防
ぎ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
防
犯
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
青
色
回

転
灯
を
装
備
し
た
公
用
車
に
よ
る

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

堀
絢
子
さ
ん
一
人
芝
居
で

反
核
・
反
戦
を
訴
え
る
！

朝子を抱きかかえる母を演じる堀さん

市
内
学
童
・
児
童
ク
ラ
ブ

交
流
会

パン食い競争で懸命にパンをとろうとする子どもたち

青
色
回
転
灯
が
市
の

安
全
を
守
り
ま
す
！

式典の様子

２
月
２６
日
、
鴨
島
町
上
浦
に
新

し
く
完
成
し
た
上
浦
地
区
公
民
館

で
、
竣
工

し
ゅ
ん
こ
う
記
念
式
典
と
文
化
祭
が

行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
で
公
民
館

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

公
民
館
は
、
上
浦
地
区
の
住
民

に
と
っ
て
永
年
の
念
願
で
あ
っ
た

も
の
で
、
鉄
骨
平
屋
建
て
、
延
べ

面
積
４
７
９
㎡
、
ホ
ー
ル
の
ほ
か

研
修
室
や
調
理
室
な
ど
が
あ
り
、

今
後
は
地
域
住
民
の
文
化
活
動
や

生
涯
学
習
を
実
施
し
社
会
教
育
の

拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。

な
お
、
同
公
民
館
の
緞
帳

ど
ん
ち
ょ
う

は
、

笠
井
仏
壇
の
笠
井
治
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

上
浦
地
区
公
民
館
が
完
成

一列に並んだ裃姿の10人の射手

青色回転灯を付けた公用車と青い防犯
チョッキを着た市職員

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
、

生
涯
学
習
講
座
の
閉
講
式
が
行
わ

れ
、
日
野
教
育
長
か
ら
講
座
生
に

修
了
証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
学
童
・
児
童
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
２
月
１８

日
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
３
月
１
日
川
島
公
民
館
、

３
月
１１
日
山
瀬
公
民
館
で
、
お
は

な
し
グ
ル
ー
プ
「
み
・
る
・
く
」

を
迎
え
て
、
な
か
よ
し
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム

や
い
か
だ
レ
ー
ス
ゲ
ー
ム
、
プ
ラ

バ
ン
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
な
ど
を

し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
が

楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

神
の
意
向
を

占
う
行
事

は
、
昔
か
ら

全
国
各
地
で

行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
山

川
町
で
は
王

子
神
社
と
川

田
八
幡
神
社

に
そ
の
習
わ

し
が
残
っ
て

い
ま
す
。
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３
月
５
日
、
美
郷
梅
の
花
ま
つ

り
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開

か
れ
て
い
る
吉
野
川
市
美
郷
で
、

美
郷
ふ
れ
あ
い
公
園
を
発
着
点
に

し
た
「
梅
の
花
見
ウ
オ
ー
ク
」
が

開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
６

０
０
人
が
梅
林
の
散
策
を
楽
し
み

ま
し
た
。

今
年
は
寒
波
の
影
響
で
例
年
よ

り
開
花
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
ぽ
か

ぽ
か
陽
気
の
中
、
参
加
者
は
、
３

㎞
か
ら
１０
㎞
の
４
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
梅
林
を
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
歩
き
ま
し
た
。

ウ
オ
ー
ク
終
了
後
に
は
美
郷
の

特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
や
梅
の

種
と
ば
し
大
会
も
行
わ
れ
、
参
加

者
は
美
郷
の
自
然
を
満
喫
し
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

３
月
１８
日
、
川
島
町
学
の
細
川

勝
司
さ
ん
が
、
３
月
２３
日
、
川
島

町
　
村
の
古
谷
ハ
ナ
ヱ
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

（
お
二
人
と
も
明
治
３９
年
生
ま
れ
）、

吉
野
川
市
や
県
か
ら
祝
い
状
や
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

細
川
さ
ん
は
、
数
年
前
ま
で
善

勝
寺
住
職
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お

り
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
檀
家

の
人
た
ち
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。
古
谷
さ
ん
は
、
毎
日
食
事

３
月
１５
日
、
社
団
法
人
「
小
さ

な
親
切
」
運
動
鴨
島
町
支
部
（
阿

波
銀
行
鴨
島
支
店
ほ
か
会
員
７
人
）

か
ら
、
車
い
す
３
台
が
市
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
は
、
今

か
ら
４０
数
年
前
に
発
足
し
た
も
の

で
、
現
在
は
、
道
府
県
に
県
本
部
、

市
町
村
に
支
部
が
結
成
さ
れ
、
運

動
参
加
者
総
数
は
、
２
８
２
万
人

を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
列
島
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
と
し

て
、
毎
年
６
月
に
行
う
地
域
清
掃

活
動
や
、
コ
ス
モ
ス
の
種
子
を
配

布
し
花
や
自
然
を
愛
す
る
活
動
の

日
本
列
島
コ
ス
モ
ス
作
戦
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３
月
５
日
、
吉
野
川
沿
い
の
堤

防
を
コ
ー
ス
と
し
た
、
第
５
回
吉

野
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

県
内
外
か
ら
参
加
が
あ
り
、
２１

歳
か
ら
７５
歳
ま
で
約
２
０
０
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
１０
㎞
コ
ー
ス
と
ハ
ー

フ
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
ハ
ー
フ
コ
ー
ス

（
２
１
・
０
９
８
㎞
）

男
子
（
犬
伏
杯
受
賞
者
）

１
位
　
東
條
正
史
（
小
松
島
市
）

２
位
　
深
澤
真
之
介
（
山
梨
県
）

３
位
　
下
木
元
（
石
井
町
）

女
子

１
位
　
鈴
木
基
恵
（
徳
島
市
）

２
位
　
西
恵
美
（
徳
島
市
）

３
位
　
岩
佐
尚
代
（
石
井
町
）

●
１０
㎞

男
子

１
位
　
芝
山
泰
三
（
阿
南
市
）

２
位
　
大
石
耕
司
（
松
茂
町
）

３
位
　
堀
北
克
実
（
鳴
門
市
）

女
子

１
位
　
山
平
里
美
（
勝
浦
町
）

２
位
　
栗
林
美
津
枝
（
徳
島
市
）

３
位
　
原
田
初
美
（
北
島
町
）

吉
野
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会

家
族
連
れ
ら
６
０
０
人

梅
林
散
策
楽
し
む

たくさんの参加者でにぎわいました

神
戸
で
美
郷
を
Ｐ
Ｒ

ピンクのはっぴを着て、美郷の梅の加工品を
ＰＲする美郷物産館運営協議会のメンバー

百
歳
の
誕
生
日
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す

車
い
す
を
寄
贈

右から筒井直典さん、川真田市長、阿波銀行
鴨島支店の阿部丘さん

寄
贈
さ
れ
た
３
台
の
車
い
す
を
手
に

記
念
撮
影

を
し
っ
か
り
と
食
べ
、
日
本
酒
の

晩
酌
が
日
課
。
お
祝
い
に
訪
れ
た

人
に
得
意
の
歌
を
披
露
し
、
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
１５
人
（
女
性
１４
人
男
性
１

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
１９
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
の

神
戸
酒
心
館
で
、
毎
年
恒
例
の

「
美
郷
の
日
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、

美
郷
物
産
館
運
営
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
約
２０
人
が
参
加
し
、
美
郷
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「
美
郷
の
日
フ
ェ
ア
」
は
、
平

成
４
年
に
福
寿
酒
造
（
神
戸
酒
心

館
の
前
身
）
が
梅
酒
の
製
造
に
美

郷
の
梅
を
使
用
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
自
然
豊
か
な
美
郷
の
良
さ

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
平
成
１２
年
か
ら
毎
年
開
催
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
日
も
、
寒
い
中
、
美
郷
の

取
れ
た
て
の
野
菜
や
梅
の
加
工
品

販
売
、
ま
た
、
し
い
た
け
や
ゆ
ず

味
噌
の
試
食
な
ど
に
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
、
吉
野
川
市
美
郷
の
す

ば
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

細
川
さ
ん

古
谷
さ
ん



※小雨時は決行、荒天の場合は5月28日（日）に延期
　道路沿い、公園、河川敷などに捨てられたごみをなくすため、市内全域の大掃除を実施します。快適な
生活環境を保持するため、地域ぐるみで一斉に身の回りの環境美化を行いましょう。

「レッツ・クリーン」環境美化 統一実施日　5月14日（日）　午前8時～10時

「レッツ・クリーン週間（5月8日（月）～14日（日））」協力団体募集！

　レッツ・クリーン週間に清掃活動にご協力いただける団体やグループ、事業所を募集します。（期間は
多少前後しても構いません）
募集期間　4月10日（月）～28日（金）
申込書類　①計画書　②地図（清掃場所を記入ください）
実施方法　ごみの分け方　　配布する指定ごみ袋に分別して入れてください
　　　　　ごみの処理方法　①自己処理…収集日に指定場所に出してください
　　　　　　　　　　　　　②個別収集…集積場所を前もって届け出てください
　　　　　　　　　　　　　　　鴨島町→鴨島環境センター　　 5697
　　　　　　　　　　　　　　　川島町・山川町・美郷→西環境センター　　 5333
　　　　　　　　　　　　　③自己搬入…指定ごみ袋に入れ、持ち込み先に搬入してください。料金は免
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除になります。持ち込み先　　鴨島町→鴨島環境センター　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5697　川島町・山川町・美郷→川島リサイクルセンターまた
                                                      　は山川不燃物処理場（問い合わせ：西環境センター　　 5333）
申込方法　計画書を環境衛生課に提出してください。ファクシミリまたはＥメールで同等の内容を送付い
　　　　　ただいてもけっこうです。計画書は市のホームページ（http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/）
　　　　　からダウンロードすることもできます。
　　　　　　　市環境衛生課　　 2230　FAX　 2247　Ｅメール　kankyou@city.yoshinogawa.lg.jp

○24

○22 ○22

○24

○42

○42

問い合わせ

 「レッツ・クリーン」環境美化参加計画書
実施団体／名　称

処理方法
①自己処理
②個別収集→※場所を指定してください。
③自己搬入 

実施日時　５月　　日（　）
排出日時　５月　　日（　）午前・午後

参加予定人数

いずれかに○をつけてください。

清掃場所・ごみの集積場所の地図を必ず添付してください。

所 在 地

連絡者名

電　　話

人 ごみ袋排出予定数 袋

 総合問い合わせ　市環境衛生課　　　　　　　　　　　　　　　
※4月28日（金）までに提出してください。

223022 224722ＦＡＸ
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情
報
広
場 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
同
乗
さ

せ
る
場
合
に
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
乳
幼

児
の
被
害
軽
減
と
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
か

ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
総
務
課

（
市
役
所
３
階
）
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者

次
の
各
要
件
を
満
た
す
方

①
吉
野
川
市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育
し

て
い
る
方

③
安
全
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
（
中
古
品
を
除
く
）

を
吉
野
川
市
内
の
取
扱
店
で
購
入

し
た
方

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

補
助
金
額

購
入
費
の
２
分
の
１
と
し
、
５

０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
台
数
は
、
乳
幼

児
１
人
に
つ
き
１
台
と
し
ま
す
。

添
付
書
類

●
領
収
書
（
平
成
１８
年
４
月
１
日

以
降
の
日
付
が
付
さ
れ
た
も
の
）

で
、
世
帯
の
方
が
購
入
し
た
こ
と

が
わ
か
る
も
の
に
限
る
。

●
品
質
証
明
書
の
写
し
、
そ
の
他
製

造
元
と
品
名
が
確
認
で
き
る
書
類

●
乳
幼
児
の
健
康
保
険
証
の
写
し

市
総
務
課
自
治
会
・
交
通
・
防
犯

係
　
　
　
　
　
℡
○22
２
２
３
１

お
知
ら
せ 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内

で
の
建
設
工
事
等
は
届

け
出
が
必
要

徳
島
県
遺
跡
地
図
刊
行
に
伴

い
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
で
の

建
設
工
事
等
は
、
個
人
・
事
業
者

を
問
わ
ず
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
建
設
工
事
等
を
行
う
と

き
は
、
生
涯
学
習
課
で
包
蔵
地
内

で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
生
涯
学
習
課
℡
○42
４
１
１
５

問
い
合
わ
せ

刑
事
手
続
き
に
お
け
る
犯
罪

被
害
者
の
た
め
の
制
度

裁
判
所
に
お
け
る
刑
事
手
続
き

で
は
、
犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
受

け
た
方
等
に
配
慮
す
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
裁
判
の
優
先

的
傍
聴
の
配
慮
、
②
刑
事
事
件
記

録
の
閲
覧
・
コ
ピ
ー
、
③
証
人
の

不
安
や
緊
張
等
を
緩
和
す
る
た
め

の
措
置
、
④
法
廷
で
の
心
情
や
意

見
の
陳
述
、
⑤
民
事
上
の
争
い
に

つ
い
て
示
談
が
で
き
た
場
合
の
刑

事
裁
判
の
公
判
調
書
へ
の
記
載
、

の
各
制
度
で
す
。

制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

渋
滞
に
よ
っ
て
経
済
効
果
の
低

下
、
環
境
問
題
等
の
渋
滞
損
失
が

深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
徳
島
都

市
圏
の
渋
滞
緩
和
の
た
め
、
バ
ス

や
鉄
道
等
の
公
共
交
通
機
関
の
利

用
促
進
、
時
差
出
勤
の
奨
励
等
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

徳
島
地
区
渋
滞
対
策
推
進
協
議
会

（
事
務
局：

徳
島
市
土
木
部
道
路

建
設
課
）

℡
０
８
８
（
６
２
１
）
５
３
３
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
k
u
s
h
im
a
-

td
m
.jp
/

問
い
合
わ
せ

ご
存
じ
で
す
か
？
　
母
子

家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

は
、
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
児
童

が
入
院
し
た
場
合
に
、
保
険
診
療

に
か
か
る
自
己
負
担
分
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
入

院
す
る
前
に
申
請
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
す
べ
て
の

条
件
に
該
当
し
、
助
成
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
介
護
障
害
課
（
川
島

庁
舎
１
階
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

受
給
条
件

●
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
に

規
定
す
る
配
偶
者
の
い
な
い
女
子

で
、
１８
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と

●
所
得
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

申
請
に
必
要
な
も
の

①
健
康
保
険
証

②
印
鑑

③
戸
籍
謄
本
（
本
籍
地
が
吉
野
川

市
以
外
の
方
）

④
所
得
・
課
税
証
明
書
（
転
入
者

の
方
）

市
介
護
障
害
課
障
害
福
祉
係

℡
○25
６
６
１
３

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
お

願
い

や
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
事
件
を
担
当
す
る
裁
判
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
各
裁
判
所
に
備
え
付
け
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
「
犯
罪
に
よ
っ
て
被

害
を
受
け
た
方
へ
」
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

徳
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
３
１
４
１
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心
身
な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
で
一
定
の

要
件
（
障
害
の
程
度
や
使
用
目
的

等
）
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
に

よ
り
１
台
に
限
り
軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す
。

減
免
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５

月
２４
日
（水）
ま
で
に
税
務
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

市
税
務
課
　
　

℡
○22
２
２
１
５

軽
自
動
車
税
の
減
免

問
い
合
わ
せ

平
成
１８
年
度
の
縦
覧
期
間
等

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

期
間

４
月
１
日
（土）
か
ら
５
月

３１
日
（水）
ま
で
（
土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

縦
覧
場
所

税
務
課
（
市
役
所

１
階
）

評
価
額
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け

た
日
の
の
ち
６０
日
以
内
に
審
査
を

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
税
務
課
　
　

℡
○22
２
２
１
５

固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧

問
い
合
わ
せ

森
口
名
人
に
教
わ
る
ワ
ラ
ビ
採
り

期
間

４
月
９
日
（日）
〜
３０
日
（日）

期
間
中
毎
日
２
回
開
園
（
午
前
・

午
後
）

集
合
場
所
・
時
間

美
郷
物
産
館

①
午
前
１０
時
・
②
午
後
２
時

参
加
費

１
人
　
１
０
０
０
円

定
員

午
前
・
午
後
と
も
２０
人

（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

準
備
物

軍
手
ま
た
は
ビ
ニ
ー
ル

手
袋
・
運
動
靴

そ
の
他

当
日
収
穫
分
１
㎏
ま
で

は
無
料
。（
１
㎏
を
超
え
る
分
は
有
料
）

美
郷
物
産
館
「
み
さ
と
屋
」

℡
○26
７
８
８
８

春
だ
！
美
郷
だ
！
山
菜
だ
！

平
成
１８
年
５
月
か
ら
、
す
べ
て
の

農
作
物
に
お
い
て
「
農
薬
の
残
留
基

準
値
」
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

基
準
値
を
超
え
て
農
薬
残
留
が

あ
る
と
、
そ
の
農
産
物
の
流
通
が

原
則
禁
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
産

地
全
体
の
農
産
物
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

想
定
外
の
要
因
で
誤
っ
て
混
入

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
自
分
自

身
が
注
意
し
て
適
正
な
使
用
を
心

が
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

全
体
で
話
し
合
い
、
今
ま
で
以
上

の
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。
安
全

で
安
心
の
産
地
づ
く
り
・
農
産
物

生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

誤
っ
て
混
入
す
る
場
合
と
対
策

●
農
薬
の
飛
散
（
ド
リ
フ
ト
）

収
穫
時
期
を
迎
え
た
野
菜
、
果

樹
、
水
稲
等
が
隣
接
す
る
ほ
場
で

農
薬
を
散
布
す
る
場
合
、
隣
の
田

畑
に
飛
散
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

粉
剤
な
ど
は
風
の
な
い
日
を
選
び
、

飛
散
防
止
シ
ー
ト
な
ど
を
用
い
て

飛
ば
な
い
よ
う
な
対
策
を
。

●
散
布
器
具
等
の
洗
浄
ミ
ス

動
力
噴
霧
器
や
液
剤
タ
ン
ク
が

十
分
洗
浄
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、

す
べ
て
の
農
作
物
に
農
薬
の

残
留
基
準
値
が
設
定

予
約
・
問
い
合
わ
せ

春
の
恵
み
を
感
じ
る
山
菜
御
膳

は
、
地
元
美
郷
で
と
れ
た
山
菜
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
手
作
り
料
理

で
す
。

◆
山
菜
御
膳
　
１
０
０
０
円

４
月
１５
日
（土）
か
ら
３０
日
（日）
ま
で

の
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
前

日
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

美
郷
物
産
館
「
み
さ
と
屋
」

℡
○26
７
８
８
８

み
さ
と
屋
の

期
間
限
定
！
山
菜
御
膳

予
約
・
問
い
合
わ
せ

農
薬
の
袋
を
誤
っ
て
作
業
台
に
お

い
た
り
、
衣
服
や
手
袋
に
付
着
さ

せ
た
ま
ま
出
荷
作
業
を
す
る
と
、

農
薬
が
混
入
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
丁
寧
に
洗
浄
を
し
、
混
入
防

止
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
う
っ
か
り
ミ
ス

栽
培
作
物
に
登
録
の
あ
る
場
合

で
も
、
使
用
時
期
・
濃
度
・
回

数
・
方
法
な
ど
を
間
違
っ
た
場
合

は
残
留
基
準
値
を
超
え
る
こ
と
が

あ
り
、
農
薬
取
締
法
上
も
適
正
な

使
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
確

認
し
て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
の
危
険
性

前
作
の
使
用
農
薬
（
除
草
剤
等
）

が
条
件
に
よ
っ
て
は
後
作
ま
で
残

る
こ
と
や
、
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル

栽
培
な
ど
は
露
地
に
比
べ
て
残
留

期
間
が
長
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
ど
ん
な
対
策
を
？

最
新
の
栽
培
暦
、
農
薬
（
瓶
・

袋
）
に
書
か
れ
た
内
容
を
よ
く
確

認
し
、
使
用
記
録
を
残
し
て
お
く
。

出
荷
団
体
等
で
話
し
合
い
、
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
り
、
想

定
さ
れ
る
危
険
性
の
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
を
作
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

県
と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
食

料
安
全
推
進
室

℡
０
８
８
（
６
２
１
）
２
４
２
３

問
い
合
わ
せ

平
成
１８
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
の
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
分
の
確
定
保
険
料
と
、

平
成
１８
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の

申
告
・
納
付
手
続
き
を
、「
労
働
保

険
確
定
・
概
算
保
険
料
申
告
書
」

に
よ
り
５
月
２２
日
（月）
ま
で
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

年
度
更
新
に
つ
い
て
は
、
徳
島

労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

徳
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
４
３

問
い
合
わ
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ



す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

５
月
２２
日
（月）
牛
島
地
区
公
民
館

５
月
２３
日
（火）
森
山
地
区
公
民
館

５
月
２４
日
（水）
西
麻
植
地
区
公
民
館

５
月
２５
日
（木）
市
役
所

５
月
２６
日
（金）
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
す
べ
て
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で

相
談
員
（
敬
称
略
）

▼
行
政
相
談
委
員
／
羽
田
孝
志

▼
教
育
相
談
委
員
／
岡
田
嘉
行

▼
人
権
擁
護
委
員
／
山
崎
ひ
と
み

（
２２
日
）、
佐
野
久
子
（
２３
日
・
２４

日
）、
岡
田
年
弘
（
２５
日
）、
鈴
木

紘
（
２６
日
）

▼
民
生
委
員
・
児
童
委
員
／
大
島

嘉
之
（
２２
日
）、
石
川
義
明
（
２３

日
）、
井
内
久
子
（
２４
日
）、
近
藤

年
江
（
２５
日
）、
表
須
眞
子
（
２６

日
）

市
総
務
課

℡
○22
２
２
３
１

期
日
内
に
や
む
を
え
な
い
理
由

に
よ
り
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
商
工
観
光
課
ま

た
は
県
計
量
検
定
所
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談 

巡
回
職
業
相
談

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
山
川
】

と
き

４
月
１７
日
（月）
・
２４
日
（月）
、

５
月
１５
日
（月）
・
２２
日
（月）
・
２９
日
（月）

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

４
月
１２
日
（水）
、
５
月
１０
日

（水）

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

℡
○24
２
１
６
６

問
い
合
わ
せ
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特
定
計
量
器
（
は
か
り
）

の
定
期
検
査

取
引
ま
た
は
証
明
上
に
使
用
し

て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）
は
、

２
年
に
１
回
、
県
の
定
期
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
検
査
を
受
け
な
い
で
、
取
引
ま

た
は
証
明
上
の
計
量
に「
は
か
り
」

を
使
用
す
る
と
計
量
法
違
反
と
し

て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
計
量
器
を
ご
使
用

の
方
は
、
次
の
日
程
表
の
と
お
り

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程

●
５
月
８
日
（月）
午
前
１１
時
〜
午
後

３
時
／
美
郷
庁
舎

●
５
月
９
日
（火）
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
／
山
川
庁
舎

●
５
月
１０
日
（水）
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
／
川
島
庁
舎

●
５
月
１１
日
（木）
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
／
市
役
所

●
５
月
１２
日
（金）
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
／
市
役
所

定
期
検
査
に
は
、
手
数
料
が
必

要
で
す
。

定
期
検
査
に
代
わ
る
計
量
士
に

よ
る
検
査
を
受
け
て
い
る
特
定
計

量
器
は
、
定
期
検
査
を
免
除
さ
れ

ま
す
。

徳
島
県
計
量
検
定
所

℡
０
８
８
（
６
２
５
）
７
７
６
９

市
商
工
観
光
課

℡
○22
２
２
２
６

川島農村環境改善センターの使用時間･使用料金が変わりました！

問い合わせ 市農業振興課℡○22 2228

４月１日から、川島農村環境改善センターの使用時間と使用料金を次の表のとおり
変更しました。

会議室

農事研修室

生活実習室

休養娯楽室　１号

　　　和室　２号

老人憩いの部屋　１号

　　　　　和室　２号

資料室

図書室

多目的ホール

1,050円

1,050円

2,100円

1,050円

1,050円

1,050円

1,050円

1,050円

2,100円

1,050円

1,050円

2,100円

1,050円

1,050円

1,050円

1,050円

1,050円

2,100円

1,050円

1,050円

2,100円

1,050円

1,050円

1,050円

1,050円

1,050円

2,100円

室　名 冷暖房使用料

使用料金の1／2

使用料金の4倍

午前
（午前９時から
午後１時まで）

１時間あたり料金　　　　　 520円

午後
（午後１時から
午後５時まで）

夜間
（午後５時から
午後９時まで）

問
い
合
わ
せ

総
合
相
談
所

春
の
行
政
週
間
に
合
わ
せ
て
、

次
の
日
程
で
総
合
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
所
で
は
、
行
政
・

心
配
ご
と
・
人
権
・
教
育
・
福
祉

な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
、
相
談
を
お
受
け
し
ま

問
い
合
わ
せ



各種健診のご案内 
　５月の健診日程をご案内します。 
　平成１８年度の年間健診日程および各種健診の料金は、広報よしのがわ２月号（Ｖｏｌ．１７）に掲載しています。
各種健診は、それぞれ年に１回だけ受診できますので、計画を立てて健診を受けましょう。 
基本健康診査の受診を希望される方へ 
　３月下旬に、平成１７年度に基本健康診査を受診した方と、平成１８年度中に４０･４５･５０･５５･６０･６５･７０歳
になる方に、基本健診受診券（桃色）をお送りしています。その他の方で、受診を希望される方は、受診券
をお送りしますので、健康推進課に申し込みください。この受診券は、医療機関で基本健康診査を受診す
る際にご使用いただく券ですので、紛失しないよう大切に保管してください。 
　集団健診（総合健診）で基本健康診査を受診される方は別途申し込みが必要となりますので、必ず申込期
間中に申し込みください。　 
　※対象者、健診料金等は、広報よしのがわ２月号（Vol.17）20ページの表でご確認ください。 

医療機関健診（基本健康診査・歯科検診・子宮がん検診） 

集団健診（総合健診） 

健診項目 

健 診 日 

実施場所 

申込期限 

５月19日（金） 

鴨島公民館 

４月28日（金）まで 

５月24日（水） 

川島公民館 

５月10日（水）まで 

５月31日（水） 

山川公民館 

５月17日（水）まで 

受診方法 

基本健康診査 

午前の健診の受付時間 
午前９時～11時 

午後の健診の受付時間 
午後１時～２時 

申し込みされた方に、受診券等をお送りします。 

肝炎ウイルス検査 

子宮がん検診 

成人歯科（歯周疾患）検診 

実施期間／４月11日（火）～６月30日（金）　※診療時間内に受診してください。 
実施場所／市内指定医療機関（広報よしのがわ２月号または個人通知の案内をご参照ください） 

基本健診受診券（桃色）の裏面の問診票に必要事項をご記入の上、受診してください。
受診券が届いていない方、紛失された方は健康推進課にご連絡ください。 

基本健康診査、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診 
※胃がん検診は、申込者が多数の場合、人数制限を設けることがあります。 

子宮がん検診、骨粗しょう症検診（手の骨のレントゲン撮影）、乳がん（マンモグラフィ
併用）・甲状腺検診　　※乳がん・甲状腺検診は１日60人までの人数制限があります。 

受診を希望する方は、健康推進課へ申し込みください。受診券をお送りします。 

過去に肝炎ウイルス検査を受けていない方で、検査を希望する方は、基本健診受診時
に医療機関の受付で申し出てください。 

申し込み・問い合わせ　市健康推進課成人保健係　　25 ６６１５ 

　健診・健康相談・健康教室に参加するときは、必ず健康手帳をご持参ください。 
　健康手帳は、あなたの身体の日記帳です。健診の結果や各種測定結果には、あなたご自身の生活習慣
を反映する資料が詰まっています。検査データを健康手帳に記録し、生活や食習
慣を見直しましょう。 
　 
　平成１８年度は昭和４１年４月１日から昭和４２年３月３１日生まれの方に健康手帳
をお送りしています。 
　健康手帳をお持ちでない方は、健康推進課（川島庁舎１階）または支所地域課（鴨
島・山川・美郷）で申請してください。 
◆老人医療受給者（昭和７年９月３０日以前生まれの方）は、国保年金課（市役所１
階）または支所地域課（川島・山川・美郷）で申請してください。申請時には受
給者証と印鑑をご持参ください。 

健康手帳をご活用ください 

2006年（平成18年）４月12日
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４
　
月

13

14

18

20

21

24

25

26

27

日
木

金

火

木

金

月

火

水

木

曜日
９：30～10：30

10：00～11：00

10：00～11：00

13：30～14：30

10：00～11：00

10：00～11：00

13：30～14：30

13：30～14：30

９：30～10：30

９：30～10：30

10：00～11：00

13：30～14：30

時　　間
中部農業構造改善センター

喜来老人憩の家

敷地老人憩の家

西川田福祉センター

森山地区公民館

西麻植会館

中枝老人憩の家

上浦老人憩の家

川島公民館山田分館

山川公民館

牛島地区公民館

東山老人憩の家

山川

鴨島

鴨島

山川

鴨島

鴨島

美郷

鴨島

川島

山川

鴨島

美郷

場　　所 地区
健康相談  

健康教室＋体脂肪率測定

健康相談

健康相談＋体脂肪率測定

運動教室 

健康相談 

健康相談 

健康相談＋運動教室

健康相談 

健康相談 

健康相談 

健康相談

内　　　容

５
　
月

９

11

12

日
火

木

金

曜日
10：00～11：00

９：30～10：30

10：00～11：30

９：30～10：30

10：00～11：30

時　　間
多津美公会堂

中部農業構造改善センター

鴨島南部老人憩の家

三ツ島西公会堂

喜来老人憩の家

鴨島

山川

鴨島

川島

鴨島

場　　所 地区
健康相談＋運動教室

健康相談＋体脂肪率測定

健康相談＋運動教室

健康相談＋伝達講習

（内臓脂肪症候群について）

健康教室＋運動教室

内　　　容

問い合わせ　市健康推進課　　25 ６６１５

4・5月の健康相談・健康（運動）教室

※健康手帳をご持参ください。

　健康相談では、血圧測定・尿検査・
保健相談を行っているほか、２～３
カ月ごとに体脂肪測定や体力測
定を行い、健康・体力チェックを実
施しています。
　また、健診結果や血液検査の結
果をわかりやすく説明することも
行っています。
　健康づくりについての情報を
得ることができ、参加者同士の交
流による情報交換もできる健康
相談にぜひ一度ご参加ください。
　ご自分に合った生活習慣病の
予防方法を一緒に見つけましょう！

健康相談に
ご参加ください！ 　運動教室では、理学療法士による個別の相談や貯筋体操・

ストレッチ体操などの実技指導を受けられます。
　各相談場所で年間２回程度実施し、運動の効果判定を行っ
ています。
　腰痛や膝痛でお悩みの方、効果的な体操のしかたを知りた
い方は、お気軽にご参加ください。

運動教室

　内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）はなぜ怖いの
か、食生活との関係を学習します。

　ヘルスメイト（食生活改善推進員）とは…
　１年間以上のヘルスメイト養成講座を修了した方が、「私た
ちの健康は、私たちの手で」をスローガンに地域の健康づく
りのために活動しているボランティアです。

ヘルスメイトによる伝達講習

2006年（平成18年）４月12日

広報よしのがわ23



立
石
団
地
（
川
島
町
）
１
戸
、

近
久
北
団
地
（
川
島
町
）
２
戸
、

ほ
た
る
川
第
２
団
地
Ｂ
棟
（
山
川

町
）
１
戸
、
川
俣
団
地
１
号
棟

（
美
郷
）
１
戸
、
平
団
地
（
美
郷
）

１
戸

家
賃収

入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
間

４
月
１７
日
（月）
〜
２８
日
（金）

申
し
込
み
で
き
る
方

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
方
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

②
所
得
が
所
定
の
基
準
に
該
当
す

る
方

③
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
い
る
方

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

申
込
方
法

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２

階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
と
一
緒
に
都
市
計

画
住
宅
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
類

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
お
よ
び
予
定
戸
数

2006年（平成18年）４月12日
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募
集 

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
添
付
書
類

●
所
得
・
課
税
証
明
書
（
家
族
で

収
入
の
あ
る
方
全
員
分
必
要
）

●
完
納
証
明
書

※
こ
れ
以
外
に
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

市
都
市
計
画
住
宅
課
住
宅
係

℡
○22
２
２
２
５

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
募
集
！

２
０
３
０
年
ご
ろ
ま
で
に
発
生

す
る
確
率
が
約
５０
％
と
予
測
さ
れ

て
い
る
南
海
地
震
の
対
策
と
し
て
、

吉
野
川
市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
住
宅
と
な
る
木
造
住
宅

次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

②
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
構
法
に

よ
り
建
築
さ
れ
た
住
宅
（
木
質
プ

レ
ハ
ブ
工
法
や
２
×
４
工
法
は
除
く
）

③
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅

（
併
用
住
宅
、
共
同
住
宅
・
長
屋
、

借
家
を
含
む
）

④
吉
野
川
市
内
に
あ
り
現
在
、
居

住
し
て
い
る
住
宅

募
集
戸
数

４５
戸
（
予
定
）

申
込
受
付
期
間

４
月
３
日
（月）
〜
１２
月
２８
日
（木）

※
受
け
付
け
は
先
着
順
と
し
、
募

集
戸
数
を
満
た
し
た
時
点
で
募
集

を
終
了
し
ま
す
。

自
己
負
担
金

●
１
戸
建
て
　

３
０
０
０
円

●
２
戸
以
上
の
共
同
住
宅
等

６
０
０
０
円

申
込
方
法

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２

階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
と
一
緒
に
都
市
計

画
住
宅
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
吉
野
川
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

吉
野
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
申
請

様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.city.yo

sh
in
o
g
a

w
a
.lg
.jp
/e
_
se
rvice

/sin
se
i/

in
d
e
x.a
sp

申
込
書
類

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
申
込
書

②
添
付
書
類

●
外
観
写
真
（
Ｌ
版
２
枚
）

●
住
宅
の
位
置
を
示
す
地
図
（
住

宅
地
図
等
の
コ
ピ
ー
可
）

●
建
築
時
期
の
わ
か
る
書
類
（
建

築
確
認
通
知
書
、建
物
の
登
記
簿
、

家
屋
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
、

そ
の
他
）

●
長
屋
建
・
共
同
住
宅
に
つ
い
て

は
、
入
居
者
全
員
の
木
造
住
宅
耐

震
診
断
同
意
書

耐
震
改
修
の
補
助
支
援
事
業
も

同
時
募
集
！

平
成
１６
年
度
か
ら
本
年
度
に
お

い
て
実
施
さ
れ
た
耐
震
診
断
の
結

果
、
総
合
評
点
が
　
未
満
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震
改
修
を
希

望
さ
れ
る
住
宅
に
つ
い
て
、
補
助

を
実
施
し
ま
す
。（
２
／
３
か
つ

６０
万
円
ま
で
）

受
付
期
間
は
、
耐
震
診
断
と
同

期
間
で
、
先
着
順
と
し
、
募
集
戸

数
（
７
戸
）
を
満
た
し
た
時
点
で

終
了
し
ま
す
。

市
都
市
計
画
住
宅
課
建
築
営
繕
係

℡
○22
２
２
２
５

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

平成18年度自衛官等募集案内

※詳しくは、自衛隊鴨島募集事務所（℡○24 7008）まで、お早めにお問い合わせください。

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

大
卒
等

幹
部
候
補
生

一般
・
技術

20歳以上26歳未満の方（22歳未満の方は大卒（見込み含む））
［大学院修士学位取得者（海上技術幹部候補生志願者は、理
工学修士学位取得者に限る）と自衛官は28歳未満］ ４月１日（土）

～５月１２日（金）

５月20日（土）
・21日（日）

５月20日（土）専門の大学（見込み含む）20歳以上30歳未満の方（薬剤は
26歳未満の方（薬学修士学位取得者は28歳未満））

歯科
・
薬剤

０.７



13,860円

13,860円

現金支払い

現金で半年前納

口座で半年前納

６カ月分

〃

〃

83,160円

怪
傑
　
講
師
団
活
躍
中

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
演
テ
ー
マ

「
カ
ッ
コ
イ
イ
生
き
方
」

「
ぼ
ち
ぼ
ち
金
持
ち
〜
お
ぶ
け

て
お
ぶ
げ
ん
し
ゃ
〜
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

山
川
町
出
身
。
市
職
員
。
怪
傑

講
師
団
名
付
け
親
。
人
権
啓
発
チ

ラ
シ
作
り
は
お
て
の
も
の
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
カ
ッ
コ
イ
イ
。

「
自
分
の
た
め
だ
け
に
生
き
る
人

生
、
そ
れ
と
も
…
。」
ど
ん
な
生

き
方
を
選
択
。
心
も
洗
濯
。
気
持

ち
は
先
達
。

「
人
権
と
つ
け
ば
、
な
ん
で
も

や
っ
て
み
よ
う
。
や
れ
ば
、
そ
の

先
に
見
え
て
く
る
も
の
が
必
ず
あ

る
。」
の
心
意
気
で
ガ
ン
ガ
ン
飛

ば
す
。
「
人
権
の
話
は
楽
し
い
。

扇
子
ア
ッ
プ
。」
不
敵
な
微
笑
が

あ
な
た
を
誘
う
。

市
人
権
課
　

℡
○22
２
２
２
９

９
月
中
旬
に
金
婚
（
５０
周
年
）
・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
６０
周
年
）
の

記
念
式
典
を
実
施
し
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
方
は
申
込
書
に
記
入
の
上

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
該
当
基
準
】

☆
金
婚
（
50
周
年
）
該
当
者

昭
和
３１
年
９
月
１
日
ま
で
に
入

籍
さ
れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）

該
当
者

昭
和
２１
年
９
月
１
日
ま
で
に
入

籍
さ
れ
た
ご
夫
婦

※
該
当
者
で
、
本
籍
地
が
吉
野
川

市
以
外
の
方
は
、
申
込
書
と
一
緒

に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
平
成
１６
年
度
ま
で
に
合
併
前
の

各
町
村
で
表
彰
さ
れ
て
い
る
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

※
９
月
２
日
以
降
に
金
婚
・
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
平
成
１９
年
度
以
降
の
記
念
式

で
お
祝
い
し
ま
す
。

申
込
締
切

７
月
３１
日
（月）

申
込
方
法

地
域
福
祉
課
（
川
島

庁
舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課

（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）
へ
申
し

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
の
該
当
者
募
集
！
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国
民
年
金
だ
よ
り

大塚
おおつか

勉
つとむ

問
い
合
わ
せ

講
師
団
紹
介
⑥

平
成
18
年
度
の
年
金
額
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。（
平
成
18
年
６

月
振
込
分
よ
り
）

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
の
場
合

は
、
年
額
７９
万
２
１
０
０
円
と
な

り
ま
す
。
平
成
１７
年
の
年
平
均
の

全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
、
対
前

年
マ
イ
ナ
ス
　
％
で
あ
っ
た
た

め
、
平
成
１８
年
度
の
年
金
額
は
、

前
年
度
よ
り
　
％
少
な
い
額
と
な

り
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
案
内

書
は
届
き
ま
し
た
か
？

４
月
中
旬
ま
で
に
自
宅
に
納
付

書
が
届
か
な
い
場
合
は
徳
島
北
社

会
保
険
事
務
所
（
℡
０
８
８
―

６

５
２
―

２
８
０
０
）
ま
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
４
月
か

ら
月
額
１
万
３
８
６
０
円
で
す
。

保
険
料
の
納
付
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納
付
案
内
書
に
は
、
口
座
振
替

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
毎
年

度
必
要
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
学
生
に
は
、
本
人
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
『
学

生
納
付
特
例
制
度
』が
あ
り
ま
す
。

こ
の
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

平
成
１８
年
４
月
か
ら
申
請
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
１９
年
３
月

末
ま
で
に
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
国
保

年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
た
は

支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・
美

郷
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
へ

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
４
月
期
の
年
金
を
郵

便
局
で
受
け
取
ら
れ
た
ら
、
年
金

証
書
を
国
保
年
金
課
（
市
役
所
１

階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
便
局
で
は
預
か
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ
の
年

金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
は
異
な

り
ま
す
。

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
８
８（
６
５
２
）２
８
０
０

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

℡
○22
２
２
１
３

問
い
合
わ
せ

支払方法 月数 支払方法 月数 支払金額

現金支払い

翌月引き落とし

当月引き落とし

支払金額

１カ月分

〃

〃
13,810円
（50円引き）

82,480円
（680円引き）

82,220円
（940円引き）

込
み
く
だ
さ
い
。

市
地
域
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

℡
○25
２
１
１
１

問
い
合
わ
せ０.３ ０.３

納
付
申
出
書
を
同
封
し
て
い
ま

す
。
申
請
は
、
希
望
す
る
金
融
機

関
の
窓
口
へ
お
願
い
し
ま
す
。
口

座
振
替
で
の
１
年
前
納
は
、
受
付

期
間
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
半
年

前
納
や
毎
月
引
き
落
し
が
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
年
の
途
中
か
ら

前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
納
付
書

に
よ
る
現
金
前
納
納
付
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
徳
島
北
社
会
保

険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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図
書
だ
よ
り 

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

℡
○24
５
１
１
１

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
４
月
・
５
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
５
月
４
日
（木）
、

５
月
６
日
（土）
、
月
末
資
料
整
理
日

（
４
月
２８
日
（金）
、
５
月
３０
日
（火）
）

◆
川
島
読
書
ク
ラ
ブ
例
会

４
月
１３
日
（木）
、
５
月
１１
日
（木）
午
後

４
月
か
ら
、
土
・
日
曜
日
の
正

午
か
ら
午
後
１
時
も
開
室
し
ま

す
。
お
昼
休
み
の
ひ
と
と
き
に
本

に
ふ
れ
る
時
間
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。ま

た
、
休
室
日
や
時
間
外
に
本

を
返
却
で
き
る
よ
う
公
民
館
東
側

入
口
に
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
設
置
し

ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時
（
※
４
月
か
ら
、
土
・
日
曜

日
の
正
午
〜
午
後
１
時
も
開
室
し

ま
す
。）

◆
４
月
・
５
月
の
休
室
日

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
／
図
書
館

２
階

読
書
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ

で
も
ど
う
ぞ
！

◆
学
読
書
会

５
月
１３
日
（土）
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分
／
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
４
月
・
５
月
の
休
室
日

木
曜

日

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
４
月
・
５
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
５
月
４
日
（木）
、

月
末
図
書
整
理
日（
４
月
２８
日
（金）
、

５
月
３１
日
（水）
）

◆
お
は
な
し
会

５
月
１３
日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分
か

ら
（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

４
月
１５
日
（土）
、
５
月
６
日
（土）
・
２０

日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
（
約

２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
４
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

山
川
図
書
館
　
　
℡
○42
５
２
２
２ 火

曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
子
供
た
ち
』

池
井
戸
潤
　
著

『T
he
T
E
A
M

』
井
上
夢
人
　
著

『
ガ
ー
ル
』

奥
田
英
朗
　
著

『
キ
タ
イ
』

吉
来
駿
作
　
著

『
新
参
教
師
』

熊
谷
達
也
　
著

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
○43
２
８
１
１

川
島
図
書
館
　
　
℡
○25
３
１
４
１

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の
新
刊

コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読

み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場

合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・

室
で
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力

車
巡
回
日

４
月
１４
日
（金）
・
２１
日
（金）
・
２８
日
（金）
、

５
月
１２
日
（金）

『
翼
の
折
れ
た
天
使
た
ち
　
海
』

『
翼
の
折
れ
た
天
使
た
ち
　
空
』

Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
　
著

話
題
の
新
刊

と
っ
て
も
便
利
！

本
の
返
却
が
、
借
り
た
図
書

館
・
室
以
外
で
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

４
月
か
ら
市
の
図
書
館
・
室
で

借
り
た
本
は
、
山
川
図
書
館
・
川

島
図
書
館
・
鴨
島
図
書
室
・
美
郷

図
書
室
の
ど
こ
で
も
返
却
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
・
室
の
休
館
・

休
室
日
や
時
間
外
に
つ
い
て
は
、

各
館
・
室
に
設
置
し
て
い
る
返
却

ポ
ス
ト
に
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

便
利
に
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、
た
く
さ
ん
の
本
に
ふ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
？
　
生
活
の
中
に
本

を
読
む
時
間
を
持
つ
こ
と
で
『
ゆ

と
り
』
が
で
き
、
心
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
来

館
・
室
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
レ
ン
タ
ル
・
チ
ル
ド
レ
ン
』

山
田
悠
介
　
著

『
ひ
ょ
う
た
ん
』

宇
江
佐
真
理
　
著

『
６
週
間
で
キ
レ
イ
に
な
れ
る
皮

膚
理
論
』

広
瀬
伸
次
　
著

『
わ
た
し
が
経
験
し
た
魂
の
ス
ト

ー
リ
ー
』

日
野
原
重
明
　
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
バ
ー
テ
ィ
ミ
ア
ス
Ⅲ
　
プ
ト
レ

マ
イ
オ
ス
の
門
』

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ト
ラ
ウ
ド
　
著

『
お
と
ま
り
の
ひ
な
ま
つ
り
』

宮
川
ひ
ろ
　
著

『
闇
に
光
る
目
　
平
成
う
わ
さ
の

怪
談
18
』

木
暮
正
夫
　
著

『
ガ
ー
コ
ち
ゃ
ん
と
い
も
う
と
』

国
松
え
り
か
　
著

『
し
ず
か
な
フ
リ
ル
』

長
谷
川
直
子
　
著

『
よ
う
い
ど
ん
』
あ
べ
こ
う
じ
　
著



と
き

４
月
２３
日
（日）
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
銀
座
通

り
日
曜
広
場

出
演

オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
（
山

川
町
の
ジ
ャ
ズ
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

ojim
a

/m
achicon/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
　
　
℡
○24
３
７
２
５
（
鎌
田
）
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青
少
年
育
成
補
導 

長
い
道
　
そ
し
て
・
・
・

美
郷
中
学
校
　
猪
井
　
里
美

今
ま
で
「
私
」
と
い
う
道
を
歩
い
て
き
た

と
き
ど
き
　
壁
が
あ
っ
た
け
ど

自
力
で
乗
り
越
え
て
き
た

と
き
ど
き
　
雨
が
降
っ
た
け
ど

す
き
ま
か
ら
青
い
空
を
見
つ
け
出
し
た

こ
れ
か
ら
先
　
何
が
起
こ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

だ
け
ど
　
私
は
絶
対
逃
げ
な
い

あ
る
日
　
友
だ
ち
が
私
に
言
っ
て
く
れ
た
よ
う
に

そ
し
て
　
私
は
絶
対
に
乗
り
越
え
て

自
分
か
ら
光
を
つ
か
む
ん
だ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

℡
○25
６
６
２
０
FAX
○25
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuseicen

ter/ 連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
の

は
、
大
人
の
責
任
で
す
。
子
ど
も

の
登
下
校
時
の
安
全
や
、
安
心
し

て
遊
べ
る
環
境
は
、
地
域
の
人
々

の
協
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
へ
の
し
つ
け
も
大

事
で
す
。

○
子
ど
も
の
登
下
校
の
時
間
帯
に

併
せ
て
、
散
歩
や
庭
の
手
入
れ
な

ど
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
が
一
人
で
遊
ん
で
い
た

地
域
が
守
り
　
育
て
る

子
ど
も
た
ち

り
、
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
で
い
た

り
し
た
ら
、
早
く
家
に
帰
る
よ
う

一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
の
周
囲
を
ウ
ロ
ウ
ロ
す

る
、
子
ど
も
の
様
子
を
う
か
が
っ

て
い
る
な
ど
挙
動
不
審
な
人
を
見

か
け
た
ら
、「
何
か
あ
っ
た
の
で

す
か
」と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

何
度
も
繰
り
返
し
教
え
よ
う

○
外
へ
出
か
け
る
時
は
、
行
き
先

や
、
誰
と
一
緒
に
遊
ぶ
か
等
を
言

っ
て
か
ら
出
か
け
る
よ
う
に
習
慣

付
け
る
。

○
一
人
遊
び
は
危
険
。
遊
ぶ
時
は

友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

○
優
し
い
言
葉
で
話
し
か
け
ら
れ

て
も
、
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て

い
か
な
い
。

○
こ
わ
い
時
に
は
大
き
な
声
で
助

け
を
呼
ぶ
。

○
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
だ
り
、
遠

く
ま
で
行
っ
た
り
し
な
い
。

○
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
の
使
用
法
を

し
っ
か
り
と
教
え
て
お
く
。

「
春
風
や
闘
志
抱
き
て
丘
に
立
つ
」

（
高
浜
虚
子
）

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
新
し

い
学
校
や
学
年
で
元
気
に
新
学
期

を
迎
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

一
年
間
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
困
難
に
直
面
し
て

も
逃
げ
ず
に
、
力
強
く
大
地
を
踏

み
し
め
て
歩
ん

で
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
充
実
し

た
一
年
間
に
し

て
く
だ
さ
い
。

催
し 

連
絡
先

川
島
万
葉
植
物
園

サ
フ
ラ
ン
　
　
ア
ヤ
メ
科

〈表紙写真〉
鑑
賞
用
や
薬
用
に
栽
培
さ
れ

る
球
茎
の
植
物
で
、
原
産
地
は

南
部
ア
ジ
ア
か
ら
南
部
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
細
長
い
線
の
よ
う
な
葉
が

多
く
出
て
、
花
の
茎
は
高
さ
１０

㎝
ほ
ど
に
な
り
、
茎
の
頂
上
に

香
り
の
よ
い
淡
紫
色
の
大
き
い

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
弁
は
６

枚
、
そ
の
中
心
に
朱
色
の
柱
の

よ
う
な
も
の
が
見
え
ま
す
が
、

こ
れ
が
成
長
し
て
雌
し
べ
や
雄

し
べ
に
な
り
ま
す
。
雌
し
べ
を

集
め
て
乾
燥
さ
せ
て
鎮
痛
、
沈

静
な
ど
の
薬
と
し
て
用
い
ら
れ

ま
す
。

昔
は
、
菓
子
の
色
素
や
香
料

に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
安
全
確
保

子
ど
も
へ
の
し
つ
け

第
８３
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

春
の
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
か
ら
１５
日
ま
で

〜
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
〜

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

○
交
差
点
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ

ナ
ー
の
向
上
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

休日･夜間在宅当番医表

医　院　名

タ ナ カ 医 院

鴨島耳鼻咽喉科

いぬい産科婦人科クリニック

リバーサイドクリニック岡田

谷 医 院

石原内科循環器科

グリーン耳鼻咽喉科

森 住 内 科 医 院

麻名内科外科クリニック

山下耳鼻咽喉科クリニック

さ く ら 診 療 所

鈴木内科（敷地）

かなめ小児科内科クリニック

三木リハビリテーション病院

岡田医院（川島）

電話番号

22－1800

24－8070

22－1230

24－8884

42－2353

24－2536

24－2488

22－3010

26－0020

42－7533

42－5520

24－5880

26－0310

42－6616

25－3566

4月

12

13

14

15

○16
17

18

19

20

21

22

○23
24

25

26

5月

25

26

27

19

29

30

31

22

医　院　名

渡 辺 医 院

四 宮 医 院

工 藤 内 科 医 院

松 永 医 院

杉 山 医 院

矢 田 医 院

木村内科胃腸科

筒井クリニック

井 内 内 科

高橋皮膚科クリニック

電話番号

24－7177

25－2016

42－3113

42－2110

25－2802

25－2006

24－6413

24－3300

24－3070

24－5122

4月 5月

12

13

○14
15

16

17

18

20

○21
○28

医　院　名

糸田川クリニック

梶本胃腸科内科

阿 部 整 形 外 科

鈴木内科（喜来）

和田耳鼻咽喉科

石 原 小 児 科

岸 整 形 外 科

鴨 島 病 院

富 本 医 院

大 久 保 診 療 所

大 内 整 形 外 科

糸 田 川 眼 科

古 本 胃 腸 科

後 藤 田 外 科

美 摩 病 院

電話番号

24－7555

24－2413

24－4880

24－3413

24－2566

24－2388

25－3133

24－6565

42－3123

24－1703

24－3058

24－2531

24－7377

24－2720

24－2957

4月

27

28

○29
○30

5月

23

24

1

2

○3
○4
○5
6

○7
8

9

10

11

【小児救急医療体制】日曜日の９時～
18時、小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院　　　　　℡○24 2101
●阿波病院（第１･３･５週だけ）

℡○36 5151

●平日／17時～23時　　●休日／８時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ２チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課℡○25 6615

広
報
よ
し
の
が
わ
 

広
報
よ
し
の
が
わ
 ４
 
４
 

４ ５・ 月

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災

救急出動

１
月

累
計

１
月

累
計

0件

0件

142件

142件

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

平成18年３月１日現在

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計　　46,784人　（－56）

男　　22,256人　（－30）

女　　24,528人　（－26）

世帯数　16,842世帯（＋３）

※65歳以上人口

計12,568人　男5,108人　女7,460人

369人（－18）

66人（－５）

303人（－13）

339世帯（－18）

〈司法書士会による無料法律相談〉 

〈人 権 相 談〉 

〈行 政 相 談〉 

４月13日（木） 
４月18日（火） 
５月11日（木） 
５月16日（火） 

飯尾敷地コミュニティセンター 
山川庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
美郷庁舎会議室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00

９：00～12：00 
13：00～16：00 
９：00～12：00 
13：00～16：00 
９：00～12：00 

 

市役所１階相談室 
美郷庁舎会議室 
山川庁舎会議室 
川島公民館 
市役所１階相談室 

市役所１階相談室 
市役所１階相談室 

10：00～12：00 
10：00～12：00

４月13日（木） 
４月20日（木） 
５月１日（月） 
５月２日（火） 
５月11日（木） 

４月21日（金） 
５月19日（金） 
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参
加
資
格

健
康
な
人
で
あ
れ
ば
年
齢
・
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
員

先
着
申
込
順
（
両
コ
ー
ス
合
わ
せ

１
０
０
０
人
ま
で
）

参
加
料

両
コ
ー
ス
共
１
５
０
０
円

持
参
品

軽
装
、
履
き
慣
れ
た
運
動
靴
、
弁

当
、
水
筒
、
お
や
つ
、
雨
具
、
タ

オ
ル
、
つ
え
な
ど
。

※
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

４
月
１７
日
（月）
〜
２１
日
（金）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所

市
商
工
観
光
課
（
市
役
所
２
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）、
阿
波
市
商
工
観
光

課
ま
た
は
市
場
・
土
成
・
吉
野
の

各
支
所
、
神
山
町
役
場

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
料
の
払
い
込
み
は
受
付
場

所
で
の
現
金
払
い
ま
た
は
、
郵
便

振
替
か
現
金
書
留
で
お
願
い
し
ま

す
。

◆
郵
便
振
替
で
振
り
込
ま
れ
る
方

は
、
領
収
書
を
申
込
書
に
は
り
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
後
不
参
加
の
場
合

は
、
参
加
料
の
払
い
戻
し
は
で
き

ま
せ
ん
。

〒
７
７
６
―

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番

地
１

吉
野
川
市
商
工
観
光
課
「
最
後
ま

で
残
っ
た
空
海
の
道
ウ
ォ
ー
ク
事

務
局
」

℡
○22
２
２
２
６

体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か

と
き

５
月
２１
日
（日）

午
前
８
時
藤
井
寺
集
合
、
午

前
８
時
３０
分
出
発

コ
ー
ス

吉
野
川
市
第
１１
番

札
所
藤
井
寺
〜
神
山
町
第
１２

番
札
所
焼
山
寺
経
由
鍋
岩
ま

で
（
１５
・
６
キ
ロ
）

第
12
回
「
最
後
ま
で
残
っ
た

空
海
の
道
」
ウ
ォ
ー
ク

山道コース

と
き

５
月
２１
日
（日）

午
前
８
時
３０
分
切
幡
寺
集
合
、

午
前
９
時
出
発

コ
ー
ス

阿
波
市
第
１０
番
札

所
切
幡
寺
〜
吉
野
川
市
第
１１

番
札
所
藤
井
寺
経
由
ひ
ま
わ

り
農
産
市
ま
で（
14
・
２
キ
ロ
）

第
７
回
「
四
国
三
郎
を
ま
た

ぐ
空
海
の
道
」
ウ
ォ
ー
ク

平地コース

問
い
合
わ
せ


